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人吉城跡の桜。３月下
旬に咲き始めた桜は、
暖かな陽気とともに春
の訪れを告げていま
す。清流球磨川と街並
みを背に、人吉らしい
風情のある写真が撮影
できました。

PICK UP NEWS !

新市庁舎建設工事の安全を祈る
　

市
庁
舎
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
を
市
役

所
西
間
別
館
敷
地
内
の
建
設
予
定
地
で
、

２
月
22
日
に
行
い
ま
し
た
。
地
元
町
内
会

長
ほ
か
、
国
・
県
・
市
の
各
議
員
や
市
長
、

市
職
員
、
施
工
者
の
三
井
住
友
・
丸
昭
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
な
ど
建
設
工
事

関
係
者
ら
68
人
が
出
席
。

　

雨
模
様
の
中
、
テ
ン
ト
内
に
祭
壇
が
設

け
ら
れ
た
会
場
で
、
青
井
阿
蘇
神
社
を

斎さ
い
し
ゅ主

に
四し

ほ
う方

清き
よ
は
ら祓

い
之の

ぎ儀
や
地じ

ち
ん鎮

之の

ぎ儀
、

玉
串
奉ほ

う
て
ん奠

な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
、
２
月

26
日
か
ら
令
和
３
年
12
月
27
日
ま
で
を
期

間
と
す
る
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。
神
事
後
の
直な

お
ら
い会

で
は
「
誰
一
人
も
け

が
を
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
が
信
頼
を
寄

せ
る
庁
舎
が
造
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
」
と
松
岡
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
令
和
４

年
６
月
の
利
用
開
始
に
向
け
て
、
建
設
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

厳かな雰囲気で行われた安全祈願祭（上）／「エイ、エイ、エイ」の声とともに鍬（く
わ）を入れる松岡市長（下右）／建設予定地では工事が始まりました（下左）

人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人人吉で輝いている人

▲ ボールを抱えて、思い切りタックル！▲ 第１回ラグビー体験教室に参加した児童たち
と笑顔で記念撮影

地
元
に
ラ
グ
ビ
ー
文
化
を
根
付
か
せ
よ

う
と
人
吉
市
で
初
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
た
の
が
人
吉
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
皆
さ
ん
だ
。

　

昨
年
、
日
本
中
が
盛
り
上
が
っ
た
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
。
こ
れ
を

機
に
県
教
育
委
員
会
と
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
が
、
普
及
活
動
と
し
て
球
磨
郡

相
良
南
小
学
校
で
５
・
6
年
生
を
対
象
に
ラ

グ
ビ
ー
教
室
を
実
施
。
人
吉
球
磨
地
域
の
ラ

グ
ビ
ー
関
係
者
が
集
ま
り
、
事
務
局
長
で

あ
る
横
山
隆り

ゅ
う
い
ち一

さ
ん
の
「
い
つ
か
人
吉
で

も
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
る
場
を
設
け
た
い
」
と

い
う
長
年
の
思
い
に
意
気
投
合
。
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
開
設
へ
と
歩
み
始
め
た
。
同
志
の

協
力
の
元
、
令
和
元
年
10
月
に
ラ
グ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
12
月
に
第

１
回
ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室
を
実
施
。
50
人
も

の
児
童
が
参
加
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

コ
ー
チ
を
迎
え
て
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
や
パ

ス
な
ど
の
基
本
プ
レ
ー
を
指
導
。「
パ
ス
！
」

と
大
き
な
掛
け
声
を
出
し
合
い
、
生
き
生
き

と
プ
レ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
指
導
者

た
ち
は
、
も
っ
と
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
を
伝

え
た
い
と
思
い
を
強
め
た
と
い
う
。
そ
の
後

人
吉
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
設

立
、
ス
ク
ー
ル
開
校
を
成
し
遂
げ
た
。

　
「
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
助
け
合
い
や
相
手
を
尊
敬

す
る
精
神
を
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
学
ん
で
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
も
人
吉
に
ラ
グ
ビ
ー

ポ
ー
ル
を
立
て
、
正
式
な
ラ
グ
ビ
ー
場
を
つ

く
る
の
が
目
標
で
す
」

人吉初、ラグビースクールを開校した

人吉ラグビーフットボール協会

ひとよしらぐびーふっとぼーるきょうかい
人吉在住のラグビー経験者や愛好家が集結し、令和元年10月に
西 智之（にし ともゆき）さんが代表を務めるラグビースクール
実行委員会を発足。会員11人。２カ月足らずで年長児や小学生
を対象としたラグビー体験教室を実施し、熊本市のサンデーズ
ジュニアクラブとの交流会も同時開催。２月にはスクールを暫
定開校するが、新型コロナウイルスの影響で活動を自粛する一
方で、人吉ラグビーフットボール協会を設立。今後はスクール
以外に学校ボランティアにも積極的に参加し、授業を通してラ
グビーに触れる機会を提供する予定である。興味のある人は27
㌻をご覧ください。
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全
国
各
地
で
地
方
創
生
の
名
の

下
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
活

力
を
生
み
出
し
、
け
ん
引
す
る
の

は
、「
ひ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
特
色
あ

る
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
他

の
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
築

き
、
本
市
へ
の
人
の
流
れ
を
作
る

こ
と
で
「
し
ご
と
」
が
生
ま
れ
、

ま
た
新
し
い
人
の
流
れ
が
作
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
好
循
環
が
生
ま

れ
る
施
策
を
展
開
し
て
多
様
な
人

材
が
活
躍
で
き
る
場
を
創
出
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
時
代

の
変
化
が
も
た
ら
す
地
域
に
お
け

る
困
り
ご
と
な
ど
を
解
決
す
る
伴

は
、「
先
進
的
技
術
の
活
用
」
に

あ
り
ま
す
。
先
進
的
技
術
を
活
用

し
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
な

ど
、
地
域
経
済
の
発
展
と
社
会
的

課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
に
挑
戦
し
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　

本
市
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
を

よ
り
明
確
に
し
、
市
の
羅
針
盤
と

し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

第
６
次
人
吉
市
総
合
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

９
年
度
ま
で
の
８
年
間
を
計
画
期

間
と
し
、「
み
ん
な
が
幸
せ
を
感

じ
る
ま
ち
。
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
ま
ち
。
ひ
と
よ
し
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
と
定
め
、
目
指
す
べ

き
将
来
都
市
像
と
し
て
「
〜
新

た
な
価
値
の
創
造
次
な
る
挑
戦

へ
〜
未
来
協
創
都
市
ひ
と
よ
し
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
概
要
と
し
て

は
６
つ
の
分
野
別
施
策
を
掲
げ
た

従
来
の
総
合
計
画
に
資
す
る
部
分

と
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
２
つ
の

横
断
的
な
目
標
を
掲
げ
た
総
合
戦

略
に
資
す
る
部
分
で
基
本
計
画
を

構
成
し
、
横
断
的
に
取
り
組
む
施

策
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
輝
か
し
い
未
来
を
託
せ
る
、
誇

れ
る
ふ
る
さ
と
を
創
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

行
財
政
改
革
と
地
域
活
性
化
の

強
化
を
目
指
し
て

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
強
化

　

空
き
家
な
ど
対
策
関
係
で
は
、

管
理
が
不
適
切
で
倒
壊
な
ど
の
事

故
や
火
災
と
犯
罪
を
誘
発
す
る
可

能
性
が
あ
る
空
き
家
な
ど
の
除

じ
ょ
き
ゃ
く却

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

安
全
か
つ
良
好
な
生
活
環
境
の
保

全
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か

ら
新
た
な
助
成
制
度
を
開
始
す
る

な
ど
、
人
吉
市
空
き
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
利
活
用
を
含
め
た

空
き
家
な
ど
対
策
を
強
力
に
推
進

し
ま
す
。　

　

総
務
部
と
企
画
政
策
部
を
中
心

と
し
た
組
織
機
構
改
革
を
実
施
し

ま
す
。
総
務
部
に
行
財
政
健
全
化

を
推
進
し
、
事
務
改
善
、
業
務
の

効
率
化
や
施
設
管
理
コ
ス
ト
の
適

正
化
に
取
り
組
む
た
め
の
「
行
財

政
改
革
課
」
を
、
企
画
政
策
部
に

は
、
複
数
部
署
に
ま
た
が
る
ま
ち

づ
く
り
関
連
施
策
の
一
元
化
を
進

め
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
自
治
や
公
共

交
通
施
策
の
推
進
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
を
促
す
た
め
の
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
」を
設
置
し
ま
す
。

施 政 方 針

1
は
じ
め
に

日曜日も開庁してマイナンバーカードの取得を促進

人気の返礼品 HITOYOSHIシャツ

大
規
模
災
害
に
備
え
た

体
制
の
構
築

　

防
災
関
係
で
は
、
大
規
模
災
害

時
に
、
あ
ら
か
じ
め
受じ

ゅ
え
ん援

窓
口
や

応
援
を
要
す
る
業
務
と
人
員
な
ど

を
定
め
、
外
部
か
ら
の
応
援
を
円

滑
に
受
け
入
れ
な
が
ら
災
害
応
急

対
策
や
災
害
復
旧
、
復
興
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
吉

市
災
害
時
受
援
計
画
を
令
和
２
年

度
か
ら
運
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
停
滞
す
る
こ
と
の
な
い

市
役
所
の
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

施政方針

令和２年　第１回　人吉市議会定例会
市民みんなが健康で笑顔で暮らせるまちを目指して

組
織
別総

務
部
関
連

2

3
組
織
別

企
画
政
策
部
関
連

人
吉
球
磨
圏
域
全
体
の

活
性
化
に
向
け
て

　

人
吉
球
磨
定
住
自
立
圏
構
想
関

係
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
や
新

た
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
な
ど
、

人
吉
球
磨
地
域
10
市
町
村
で
検
討

を
重
ね
、
第
２
次
人
吉
球
磨
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
案
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
人
吉
球
磨
地
域

の
広
域
観
光
推
進
や
森
林
の
適
正

な
整
備
・
保
全
、
森
林
資
源
の
利

活
用
を
目
的
と
し
た
林
業
の
振

興
、
20
の
個
別
事
業
を
選
定
し
て

い
ま
す
。
人
吉
球
磨
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
新
た
な
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
「
生
活
機
能
の

強
化
」、「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
」、「
圏
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
の
強
化
」
の
３
つ
の
政

策
の
も
と
、
圏
域
全
体
で
事
業
を

展
開
し
ま
す
。　

全
国
各
地
か
ら
の
寄
付
広
が
る

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
１
月

末
日
時
点
で
１
万
３
0
４
９
件
、

２
億
９
１
４
８
万
９
千
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
、
前
年
同
時
期
と
比

較
し
て
寄
付
件
数
は
約
1
・
4
倍
、

寄
付
金
額
は
約
1
・
2
倍
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
将
来

の
地
域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
応

援
や
本
市
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

の
地
方
創
生
、
に
ぎ
わ
い
創
出
な

ど
の
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

移
動
手
段
を
守
る
た
め

　

公
共
交
通
関
係
で
は
、
路
線
バ

ス
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
く

ま
川
鉄
道
利
用
者
の
伸
び
悩
み
に

加
え
、
昨
今
の
燃
料
費
と
人
件
費

の
高
騰
の
影
響
、
く
ま
川
鉄
道
は

車
両
や
施
設
の
整
備
な
ど
も
必
要

に
な
る
た
め
、
本
市
の
費
用
負
担

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
通
院
や
買
い
物

な
ど
に
交
通
手
段
を
持
た
な
い
交

通
弱
者
や
観
光
客
な
ど
に
も
対
応

し
た
公
共
交
通
の
確
保
は
必
要
で

あ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
な
る
人
吉
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に
沿
っ
て
、

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で

効
率
的
な
運
営
を

　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｍ
も

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

８
６
８
で
は
、
多
く
の
家
族
連
れ

や
観
光
客
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
に
年
間
約
10
万
人
の
ペ
ー
ス
で

ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
よ

り
一
層
の
効
率
的
な
施
設
運
営
を

図
る
た
め
、
民
間
の
力
を
活
用
し

て
施
設
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
促
進
へ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
で

は
、
９
月
か
ら
国
に
よ
る
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
た
消
費
活
性

化
策
が
実
施
さ
れ
、
令
和
３
年
３

月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
す
。
令
和
元
年
11
月
か

ら
毎
月
１
回
、
日
曜
日
に
開
庁
を

行
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
と
申
請
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
令
和
２
年
度
も
日
曜
開

庁
の
実
施
や
申
請
支
援
、
啓
発
活

動
を
行
う
取
得
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。 組

織
別市

民
部
関
連

4

　

令
和
２
年
３
月
市
議
会
で
、
松

岡
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
施

政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
に
対
す

る
市
長
の
考
え
や
主
要
な
施
策
を

述
べ
た
も
の
で
す
。

※
広
報
ひ
と
よ
し
掲
載
用
に
表
現

を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。
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父の日には牛
ち ち

乳を贈ろうキャンペーン

アイガモ農法でコメ作りを体験

令和元年度は50組の夫婦が金婚式を迎えた「これからもお元気で」敬老祝い品を手渡す松岡市長

施 政 方 針

5
組
織
別

健
康
福
祉
部
関
連

安
心
安
全
な
消
費
生
活
へ
の

取
り
組
み

　

消
費
者
行
政
関
係
で
は
、
第
６

次
人
吉
市
総
合
計
画
で
も
、
消
費

者
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
積

極
的
な
啓
発
と
自
立
し
た
消
費
者

の
育
成
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を

実
施
し
、
安
全
安
心
な
消
費
生
活

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
令
和
４

年
の
成
年
年
齢
引
き
下
げ
で
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
低
年
齢
化
が
予
測

さ
れ
る
た
め
、
若
年
層
に
向
け
た

啓
発
や
教
育
を
強
化
す
る
な
ど
、

人
吉
市
消
費
者
教
育
推
進
計
画
に

基
づ
い
た
、
消
費
者
の
利
益
保
護

が
図
ら
れ
る
消
費
者
行
政
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

今
で
き
る
こ
と

　

環
境
行
政
関
係
で
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
の
４
カ
年
計
画
と
な
る

第
２
次
人
吉
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。「
自
然
環
境
」、

「
生
活
環
境
」、「
快
適
環
境
」、「
地

球
環
境
」、「
環
境
教
育
・
行
動
」

の
５
つ
の
分
野
で
、
平
成
27
年
９

月
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
持

続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
を
踏
ま
え
た
基
本
目
標
や
取

り
組
み
内
容
な
ど
を
示
し
、行
政
、

市
民
、
事
業
者
と
の
協
働
を
推
進

し
て
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化
が

薫
る
私
た
ち
の
ま
ち
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
た
支
援
体
制
の
構
築

　

地
域
福
祉
関
係
で
は
、
引
き
こ

も
り
や
８は

ち
ま
る０

５ご
う
ま
る０

問
題
、
育
児
と

介
護
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
生
活
困
窮

な
ど
複
数
の
関
係
機
関
と
の
連
携

が
必
要
な
相
談
が
増
え
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
か
ら

の
指
針
と
な
る
第
３
次
人
吉
市
地

域
福
祉
計
画
で
、
住
民
一
人
一
人

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
社
会
か
ら

孤
立
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
安

心
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
体
制
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
地

域
を
住
民
と
共
に
創
っ
て
い
く
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
地
域
住
民
や
福
祉
事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
、
個
人
や
世
帯
が

抱
え
る
地
域
生
活
課
題
を
解
決
し

て
い
く
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構

築
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
で
あ
る
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
で
、
各
校
区
の
社
協

活
動
を
基
盤
と
し
て
４
つ
の
校
区

で
協
議
体
が
発
足
さ
れ
、
そ
の
内

３
つ
の
校
区
で
は
活
動
拠
点
の
設

置
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
校
区
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。　

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
が

実
現
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

　

児
童
福
祉
関
係
で
は
、
急
速
な

少
子
化
の
進
行
に
加
え
、
保
護
者

の
価
値
観
や
生
活
様
式
が
多
様
化

し
て
い
る
現
状
に
対
応
し
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
一
貫
し
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、「
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
」
が
実
現
さ
れ
る
社

会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
と
な
る

第
２
期
人
吉
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
令
和
４
年
ま
で
に
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置
に
取

り
組
み
ま
す
。

人
格
と
個
性
を
尊
重
す
る

共
生
社
会
の
実
現
へ

　

障
が
い
者
福
祉
関
係
で
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
の
指

針
と
な
る
第
２
次
人
吉
市
障
が
い

者
計
画
を
策
定
し
、
お
互
い
の
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
暮
ら

す
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
課
題

と
目
標
を
共
有
し
た
地
域
福
祉
の

中
核
と
し
て
の
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り

　

高
齢
者
福
祉
関
係
で
は
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
支
援
を
包
括
的
に
提
供
で
き

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
図
り
、
中
核
と
な
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
運
営
業
務
を
委
託
し
ま
す
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
く
ら
し
見

守
り
相
談
員
の
活
動
、
小
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
と
し
た
地
域
福
祉
活

動
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
に

も
期
待
し
ま
す
。
認
知
症
を
有
す

る
人
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

継
続
で
き
る
支
援
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
高
齢
者
な
ど
の
権
利
擁
護
の

た
め
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
活

用
を
進
め
ま
す
。

組
織
別経

済
部
関
連

6

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

　

健
康
増
進
関
係
で
は
、
健
や
か

で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
社
会
実

現
の
た
め
、
一
人
一
人
が
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
の
生
活
習
慣
病
発
症
と
重
症

化
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受

診
率
が
目
標
値
を
達
成
し
て
い
な

い
た
め
、
未
受
診
者
対
策
を
強
化

し
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
げ
、
個
々
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
保
健
指
導
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
は
、
身
近

な
地
域
で
介
護
予
防
の
サ
ロ
ン
活

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
ろ

ば
ん
体
操
取
り
組
み
団
体
へ
の
支

援
な
ど
、
住
民
主
体
の
介
護
予
防

施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
令
和

２
年
度
か
ら
実
施
す
る
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
化

は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
と

農
業
後
継
者
確
保
へ
の
取
り
組
み

　

農
業
振
興
関
係
で
は
、
認
定
農

業
者
や
新
規
就
農
者
な
ど
に
対

し
、
本
市
や
県
、
球
磨
地
域
農
業

協
同
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
、
農
地
中
間
管
理
事

業
な
ど
に
よ
る
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
水

稲
や
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
な
ど
、

作
目
部
門
ご
と
に
応
じ
た
技
術
・

経
営
指
導
、
情
報
提
供
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
農
作
業
の
省
力
化

や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
な
ど
ス

マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
た

国
、
県
の
制
度
の
活
用
や
企
業
と

の
連
携
も
含
め
た
幅
広
い
支
援
を

行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
化
と
所

得
向
上
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

目
指
し
ま
す
。
担
い
手
は
、
農
業

後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
掘
り
起

こ
し
を
進
め
、
集
落
営
農
組
織
の

設
立
・
法
人
化
の
推
進
、
就
労
支

援
事
業
所
な
ど
と
協
働
し
た
農
福

連
携
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と
で

農
業
後
継
者
の
育
成
や
確
保
に
努

め
ま
す
。

事
業
者
へ
の
支
援
を
強
化

　

商
工
振
興
関
係
で
は
、
人
吉

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
Ｈヒ

ッ

ト
ｉ
ｔ
‐
Ｂビ

ズ
ｉ
ｚ
）
で
、
開
所

１
年
間
で
１
６
８
事
業
所
か
ら
延

べ
８
６
３
件
の
相
談
が
あ
り
、
創

業
に
つ
な
が
っ
た
も
の
が
８
件
、

事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
が
44
件
、
資
金

調
達
や
国
の
補
助
金
交
付
決
定
を

受
け
た
も
の
が
合
わ
せ
て
16
件
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
掲
載
49
件
と
、
新

商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
売
上

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
出

始
め
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
強
み

を
最
大
限
生
か
す
た
め
の
支
援
を

強
化
し
、
売
上
ア
ッ
プ
や
新
規
販

路
拡
大
、
起
業
創
業
の
支
援
な
ど

事
業
者
の
課
題
や
悩
み
に
応
え
る

質
の
高
い
産
業
支
援
を
進
め
ま

す
。

民
間
主
導
に
よ
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
へ

　

中
心
市
街
地
活
性
化
で
は
、
開

業
者
な
ど
を
誘
致
、
支
援
す
る
事

業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
補
助
期

間
を
終
え
て
も
６
割
を
超
え
る
事

業
所
が
営
業
を
継
続
す
る
な
ど
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
空
き
地
、
空
き
店
舗
の
増

加
や
地
価
公
示
の
下
落
に
歯
止
め

が
か
掛
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
商

店
街
活
性
化
事
業
補
助
金
の
見
直

し
を
実
施
し
ま
す
。
中
心
市
街
地

に
民
間
主
導
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
創
出
を
支
援
し
、
新
た
な

魅
力
創
出
、
エ
リ
ア
価
値
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
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くまりば内コワーキングスペース「osoto Hitoyoshi」

令和元年８月10日に開通した「人吉球磨スマートインターチェンジ」

ひとよし産業祭でにぎわう「道の駅人吉」

４月から小学校プログラミング教育が必修化へ

施 政 方 針

組
織
別建

設
部
関
連

7

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
誘
致
で

魅
力
的
な
雇
用
の
創
出
を

　

企
業
誘
致
関
係
で
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
交
流
館
（
く

ま
り
ば
）
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
供
用
開
始
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
の
誘
致
活
動
も
推
進
し
、
令

和
元
年
11
月
に
は
進
出
企
業
第
１

号
と
し
て
、
株
式
会
社
ウ
ェ
イ
ビ

ー
と
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
方
進
出
を
検
討

し
て
い
る
企
業
の
情
報
や
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
誘
致
活
動
を
推
進
し
つ

つ
、
進
出
企
業
を
支
援
し
、
新
た

な
産
業
の
導
入
を
図
っ
て
若
者
や

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
と
っ
て

魅
力
的
な
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

人
吉
中
核
工
業
用
地
で
は
、
ハ

ラ
ー
ル
対
応
拠
点
化
構
想
も
人
吉

中
核
工
業
用
地
の
有
効
な
活
用
策

の
一
つ
と
し
な
が
ら
も
、
一
日
で

も
早
い
企
業
誘
致
の
た
め
、
他
業

種
の
製
造
業
誘
致
も
模
索
し
て
い

き
ま
す
。

人
吉
球
磨
を

日
本
を
代
表
す
る
地
方
に

　

広
域
観
光
に
係
る
取
り
組
み

は
、
人
吉
球
磨
地
域
10
市
町
村
合

同
で
策
定
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

「
人
吉
球
磨
を
日
本
を
代
表
す
る

地
方
に
す
る　

〜
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
〜
」
に
基
づ
き
人
吉
球
磨
観

光
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て

官
民
協
働
で
７
つ
の
専
門
部
会
が

設
置
さ
れ
、
各
施
策
の
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
人
吉
球
磨
地
域

の
情
報
を
一
元
的
に
発
信
す
る
た

め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
人
吉
球
磨

ガ
イ
ド
」、「
人
吉
・
球
磨
観
光
ア

プ
リ
」
の
作
成
や
新
商
品
の
開
発

支
援
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度
以
降

の
法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
や
施
設
の

利
活
用
で
さ
ら
な
る
誘
客
を

　
「
道
の
駅
人
吉
」
と
し
て
供
用

を
開
始
し
た
人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
石
野
公
園
は
、
人
吉
球
磨
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
の

効
果
も
あ
り
、
令
和
元
年
12
月
末

現
在
、
来
園
者
、
物
産
館
売
り
上

げ
と
も
に
平
成
30
年
度
同
時
期
の

２
倍
以
上
に
伸
び
て
い
ま
す
。
開

駅
式
典
、
30
周
年
石
野
公
園
ま
つ

り
、
ひ
と
よ
し
産
業
祭
な
ど
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
来
園
者
増

加
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
誘
客
を
図
る
た
め
の

施
設
整
備
や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

誘
致
、
既
存
施
設
の
利
活
用
を
推

進
し
ま
す
。

循
環
型
林
業
の
構
築
に
向
け
て

　

ス
マ
ー
ト
林
業
関
係
で
は
、
球

磨
中
央
地
区
林
業
活
性
化
協
議
会

に
お
い
て
本
市
と
球
磨
郡
錦
町
、

あ
さ
ぎ
り
町
、
山
江
村
の
全
域
で

航
空
レ
ー
ザ
ー
解
析
が
完
了
し
、

解
析
デ
ー
タ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て

林
業
の
省
力
化
・
効
率
化
や
収
益

向
上
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
実

証
を
重
ね
て
い
ま
す
。
本
事
業
の

最
終
年
度
と
な
る
令
和
２
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
証
結
果
や
成

果
を
踏
ま
え
た
ス
マ
ー
ト
林
業
の

普
及
展
開
を
目
指
し
、
循
環
型
林

業
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
践
し
ま
す
。

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

居
住
環
境
の
維
持
へ

　

市
営
住
宅
関
係
で
は
、
令
和
２

年
度
は
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
、
人
吉
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
た
原
城
団
地
１
・
２
号
棟
の
外

壁
改
修
と
鶴
田
団
地
５
・
６
・
７
号

棟
の
給
水
設
備
改
修
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
火
災
警
報
装
置

の
取
り
替
え
や
各
住
戸
の
修
繕
を

行
う
な
ど
、
引
き
続
き
市
営
住
宅

に
お
住
ま
い
の
人
が
快
適
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
居
住
環
境
の
維
持

に
努
め
ま
す
。
近
年
の
人
口
減
少

な
ど
に
伴
い
、
市
営
住
宅
の
需
要

が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

耐
用
年
限
を
超
え
る
市
営
住
宅
の

用
途
廃
止
や
除
却
も
視
野
に
入
れ

た
適
切
な
市
営
住
宅
の
管
理
運
営

を
行
い
ま
す
。

組
織
別教

育
部
関
連

8

橋
の
修
繕
と
道
路
環
境
の

整
備
を
図
る

　

土
木
関
係
で
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
全

て
の
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え

た
新
た
な
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
の
策
定
を
進
め
、
令
和
２
年
度

以
降
は
年
次
的
に
補
修
工
事
を
実

施
し
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
市
民
生
活
に
身
近
な
生

活
関
連
道
路
も
、
引
き
続
き
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
有
効
に

活
用
し
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
優

し
く
利
用
し
や
す
い
よ
う
維
持
管

理
に
努
め
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

新
た
な
人
吉
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
へ

　

都
市
計
画
関
係
で
は
、
秩
序
あ

る
土
地
利
用
誘
導
に
よ
る
産
業
と

市
街
地
の
活
性
化
を
は
じ
め
都
市

施
設
な
ど
の
効
果
的
な
整
備
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
持
続
可

能
な
都
市
づ
く
り
な
ど
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
本
市
が
抱
え
る
都
市

的
課
題
に
対
応
し
た
、
新
た
な
人

吉
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

都
市
公
園
は
、
人
吉
市
都
市
公

園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
施
設

の
改
築
、
更
新
を
進
め
て
お
り
、

高
木
化
、
老
木
化
し
た
公
園
樹
木

の
管
理
を
は
じ
め
公
園
利
用
者
の

安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
な
が
ら

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業
は
、
平
成
21
年
に
人
吉

球
磨
地
域
10
市
町
村
で
人
吉
・
球

磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
促
進
協
議
会
を
組
織
し
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
人
吉
・

球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
協
議
会
と
名
称
を
変
更
し
、
維

持
管
理
を
主
体
と
し
た
協
議
会
運

営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」
を
育
む

　

教
育
関
係
で
は
、
第
６
次
人
吉

市
総
合
計
画
策
定
の
背
景
に
あ
る

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
地
域
活
力
の
維
持
と
い
っ
た
社

会
潮
流
は
、
本
市
教
育
に
対
し
て

も
多
く
の
課
題
を
投
げ
掛
け
て
お

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
実
現

す
る
た
め
、
教
育
が
担
う
部
分
を

「
一
人
一
人
が
学
び
続
け
る
、
豊

か
な
人
生
づ
く
り
」
と
し
て
体
系

化
し
、
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
は
、
新
し
い

学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
小
学
校

外
国
語
教
育
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
は
じ
め
、
学
校
や
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
支
援
体
制
の
確
立

と
強
化
を
図
り
、「
確
か
な
学
力
」、

「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
体
」

を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
「
知
・
徳
・

体
」
の
調
和
の
取
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
み
ま
す
。

安
全
安
心
な
学
習
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
学
校
施
設
の
環
境
整
備

を
含
め
た
総
合
的
な
教
育
環
境
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
で

健
康
で
豊
か
な
人
生
を

　

社
会
教
育
は
、
誰
も
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
持
続
可
能
な
社
会
教
育
講
座
の

再
編
な
ど
に
も
着
手
し
、
学
び
を

通
し
て
郷
土
愛
や
郷
土
理
解
を
育

み
な
が
ら
、
心
身
共
に
健
康
で
豊

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

子ども議会には市内中学３年生が18人参加

9 8HITOYOSHI　2020.04.01 広報ひとよし　４月号



ひとよし温泉春風マラソンに3,588人が参加

保育園を訪問する新移動図書館車

組
織
別水

道
局
関
連

9

施 政 方 針

人件費

　社会情勢の変化により、平成23年度には約20億円あった財政調整基金と減債基金も平成30年度決算時点では、
約5.6億円となり、ここ８年で15億円の基金が取り崩される結果となっています。平成30年度決算後の財政予測で
は、これまでと同じ行財政運営を続けると財政調整基金と減債基金をはじめ、財源調整のための基金が令和２年度
末では枯渇してしまう恐れがあるといった非常に危機的な事態に直面しています。

現状の大きな要因は　　　義務的経費における扶助費の伸び

令和２年度当初予算は
緊縮予算を編成しました

～　前編　歳入に見合った予算での事業を展開　～

将来を見据えた
行財政運営の確立
を目指して

　これまで本市では、行財政改革の一環として
の事業仕分けや予算編成を通して、既存事業の
見直しや重点事業への集中と選択などで財源確
保に取り組んできました。
　しかし、国の制度改正などで地方負担が増加
しており、毎年２～３億円の基金の取り崩しと
いった、基金に頼らざるを得ない状況が続いて
います。

5,000
（百万） 年度別義務的経費の推移

4,000

3,000

2,000

1,000

0

平成21年度 30.8億円  

▲

  平成30年度 44.４億円
13.6億円の伸び

■扶助費…社会保障制度の一環
で、児童・高齢者・障がい者・生
活困窮者などに国や地方公共団体
が行う支援に要する経費。

2,500
（百万）

25

(%)

2,000 20

1,500 15

1,000 10

500 5

0 0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R １
( 見込み )

R ２
（見込み）

954 825 826 726 726 527 377 277 147 0
1,004 834 834 685 585 485 385 286 156 0
21.56 18.41 18.41 15.77 14.41 11.12 8.46 6.37 3.43 0

財政調整基金および減債基金現在高推移

　現状を踏まえ、令和２年度以降は、基金に頼らない行財政運営に方向を転換していきます。
　令和２年度当初予算は、歳入に見合った予算で事業を展開します。人件費の削減をはじめ、事務事業の見直し、
任意補助金の一律10㌫を削減、また重点的に投資を行う分野を設定し、緊縮した予算として編成を行いました。
廃止や縮小する事業はありますが、将来を見据えた健全な行財政を維持するために、市民の皆さまのご協力・ご理
解をお願いします。
　人吉市行財政健全化計画に基づく取り組みについては、市ホームページ（行財政健全化計画）に掲載しています。

問合せ　総務部財政課　内線２１３０

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 （年度）

財政調整基金 減債基金 標準財政規模に占める基金の割合

扶助費 公債費

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
環
境
づ
く
り

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
新
た
な
人

吉
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
な

ど
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
方
向

性
を
明
ら
か
に
し
、
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
施
策
や
、
子
ど
も
か
ら
大

人
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

な
ど
が
明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る

生
活
を
営
む
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ

ー
ツ
活
動
が
主
体
的
に
で
き
る
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
を
今
後
も
持
続
的
に

開
催
し
て
い
く
た
め
に
、
運
営
主

体
の
移
行
な
ど
を
含
む
事
業
の
整

理
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

人
吉
文
化
の
創
造
を
目
指
す

　

市
民
芸
術
・
文
化
の
振
興
と
継

承
は
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化
活

動
や
関
係
団
体
へ
の
支
援
、
市
民

参
加
型
の
各
種
芸
術
文
化
事
業
を

通
し
て
、
市
民
力
と
な
る
人
吉
文

化
の
創
造
を
目
指
す
一
方
、
新
市

庁
舎
建
設
後
の
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ

ー
パ
レ
ス
の
有
効
活
用
や
図
書
館

の
在
り
方
も
総
合
的
に
検
討
し
ま

す
。

文
化
財
の
価
値
を
魅
力
あ
る

地
域
資
源
と
し
て
活
用

　

歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

は
、
現
存
す
る
数
多
く
の
文
化
財

を
適
切
に
保
存
・
管
理
す
る
こ
と

で
次
世
代
へ
継
承
し
、
そ
の
価
値

を
魅
力
あ
る
地
域
資
源
と
し
て
地

域
振
興
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

特
に
、
人
吉
城
跡
の
将
来
に
わ
た

る
環
境
整
備
や
郷
土
の
歴
史
学
習

の
支
援
と
魅
力
発
信
拠
点
と
し
て

の
人
吉
城
歴
史
館
の
機
能
充
実

は
、
史
跡
人
吉
城
跡
整
備
基
本
計

画
に
沿
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
人
吉

城
跡
の
石
垣
や
大
村
横
穴
群
と
い

っ
た
史
跡
の
災
害
復
旧
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

新
し
い
移
動
図
書
館
車
に
よ
る

読
書
活
動
の
推
進

　

図
書
館
は
、
日
本
宝
く
じ
協
会

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
て
導
入
し
た
新
し
い
移
動
図

書
館
車
で
の
巡
回
事
業
を
２
月
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
車
両

は
、
こ
れ
ま
で
の
1
・
5
倍
に
相

当
す
る
本
が
積
載
可
能
に
な
っ
た

こ
と
に
加
え
、
荷
台
に
リ
フ
ト
を

装
備
し
た
、
園
児
を
は
じ
め
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
優
し

い
仕
様
で
す
。
外
装
の
デ
ザ
イ
ン

も
、
人
吉
ら
し
さ
を
醸
し
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ

れ
る
移
動
図
書
館
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し

て
、
知
の
源
泉
で
あ
る
読
書
に
親

し
む
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
環

境
の
充
実
と
読
書
活
動
の
推
進
啓

発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

施
設
や
管
路
の
更
新
、

自
然
災
害
に
備
え
た
対
策
を

　

上
水
道
関
係
で
は
、
人
吉
市
水

道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
安

全
、
強
じ
ん
、
持
続
と
い
う
３
つ

の
観
点
か
ら
、
老
朽
化
し
た
施
設

や
管
路
の
更
新
、
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
に
備
え
た
対
策
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度

は
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
と
し
て

原
城
配
水
池
の
造
成
工
事
で
、
境

界
の
り
面
を
補
強
す
る
擁
壁
工
事

が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
配
水
池

本
体
の
土
台
と
な
る
基
礎
杭
の
打

設
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
水

道
管
は
、
原
城
配
水
池
か
ら
の
基

幹
管
路
の
耐
震
管
へ
の
改
良
な

ど
、
引
き
続
き
老
朽
管
の
耐
震
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
全
な
事
業
運
営
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
準
備

を
進
め
て
き
た
上
下
水
道
料
金
徴

収
事
務
な
ど
の
業
務
委
託
を
４
月

か
ら
実
施
し
ま
す
。

将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な

下
水
道
事
業
の
運
営

　

下
水
道
関
係
で
は
、
人
口
減
少

に
よ
る
使
用
料
の
減
収
や
供
用
開

始
か
ら
37
年
が
経
過
し
た
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
維
持
・
更
新
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、

今
後
10
年
間
の
中
長
期
的
な
経
営

の
指
針
と
な
る
人
吉
市
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
と
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
衛
生
的
で
快
適

な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
下
水
道
施
設
や
管か

ん
き
ょ渠

の
適

切
な
更
新
な
ど
を
進
め
る
と
と
も

に
、
経
費
の
効
率
化
を
図
り
、
将

来
に
わ
た
る
安
定
的
な
下
水
道
事

業
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
は
、

国
や
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
浄

化
槽
の
普
及
促
進
を
図
り
、
生
活

環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

（
市
政
情
報
↓
よ
う
こ
そ
ひ
と
よ

し
へ
↓
市
長
室
↓
施
政
方
針
）
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実行委員会の岡本会長による献花

「打撃の神様」100歳に
川上哲治生誕100年記念セレモニー

　

本
市
出
身
で
プ
ロ
野
球
、
読
売
巨

人
軍
の
選
手
、
監
督
と
し
て
輝
か
し

い
成
績
を
残
し
た
川
上
哲て

つ
は
る治

さ
ん

が
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
誕
生
日
で
あ
る
３
月
23
日
に
生

誕
１
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

の
関
係
者
ら
に
よ
る
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
を
蟹
作
町
の
川
上
哲
治
記
念
球

場
で
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
小
規
模
で
行
わ
れ
た
式
で

は
、
球
場
入
口
に
置
か
れ
た
川
上
さ

ん
の
写
真
に
同
実
行
委
員
会
の
岡
本

光み
つ
お雄

会
長
が
献
花
し
、
写
真
を
囲
み

参
加
者
が
記
念
撮
影
す
る
な
ど
、
川

上
さ
ん
を
し
の
び
ま
し
た
。

アウトドアを生かした人吉の魅力向上を目指して

地域に新たな価値を生みだす
包括協定締結式・地方創生セミナー

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
が
３
月
14
日
に
12
年
目

と
な
る
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
さ
れ
、
観
光
客
も
減
る

な
か
、
さ
く
ら
会
や
鉄
道
観
光
案
内

人
ら
が
自
主
的
に
法
被
な
ど
を
着
用

し
出
迎
え
ま
し
た
。

　

人
吉
駅
に
到
着
し
た
Ｓ
Ｌ
に
は
乗

車
率
９
割
を
超
え
る
お
客
さ
ん
が

乗
っ
て
お
り
、
歓
迎
す
る
側
も
予
想

を
超
え
る
乗
客
に
驚
く
ほ
ど
で
し

た
。
乗
務
員
は
、「
多
く
の
お
客
さ

ん
に
乗
車
い
た
だ
き
、
人
吉
と
い
う

観
光
地
が
愛
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

マスクを着用してのお出迎え

自粛ムードの中でのお出迎え
SL人吉12年目の運行開始！

　

ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会

社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
、
後
藤
健け

ん
い
ち市

取

締
役
を
講
師
に
、「
日
本
の
地
域
に

あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
の
野
遊

び
で
の
活
か
し
方
」
と
題
し
た
地
方

創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
２
月
20
日
、
く
ま

り
ば
内
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で

開
催
。
同
社
が
進
め
る
『
野
遊
び
』

で
楽
し
む
地
方
創
生
を
解
説
し
、「
地

域
の
価
値
を
活
か
し
た
新
た
な
事
業

展
開
が
必
要
。
進
化
系
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
生
か
し

た
地
域
の
魅
力
向
上
な
ど
、
地
方
創

生
の
推
進
に
か
か
る
包
括
協
定
の
締

結
式
も
行
い
ま
し
た
。

課 係（室） 業務内容

行財政改革課
行財政改革係 行政改革、事務改善 (ICT 活用、事務事業改善、業務効率化、民間委託 )

の総括

施設マネジメント係 市有財産管理・処分、市庁舎管理、カルチャーパレスの管理・運営、
公共施設管理コスト削減

企画課 情報政策係 IT 戦 略、 ス マ ー ト シ テ ィ、 広 報 ひ と よ し、 ホ ー ム ペ ー ジ、
Facebook、ふるさと納税、未来カフェ

地域コミュニティ課 移住定住係 移住定住促進、空き家対策

商工振興課 しごと創生係 企業誘致、工業振興、技術革新

４月１日から
市役所の組織が変わります

新しい組織の業務内容

人吉市役所

Report from City hall

４月１日から

問合せ　市総務課職員係（☎２２－２１１１  内線２１１１）

部 課 係（室）

総
務
部

総務課
法制係

職員係

財政課 財政係

自治振興課
自治支援係

空き家対策係

契約管財課

契約検査係

情報システム係

管財係

カルチャーパレス管理係

防災安全課 防災安全係

市庁舎建設推進室 庁舎建設係

企
画
政
策
部

企画課

企画政策係

シティプロモーション推進室

交通政策係

秘書課 秘書係
経
済
部

商工振興課
商工係

企業誘致推進室

部 課 係（室）

総
務
部

総務課

法制係

職員係

契約検査係

財政課 財政係

行財政改革課

行財政改革係

施設マネジメント係

情報システム係

防災安全課 防災安全係

市庁舎建設推進室 庁舎建設係

企
画
政
策
部

企画課

企画政策係

秘書係

情報政策係

地域コミュニティ課

自治支援係

交通政策係

移住定住係
経
済
部

商工振興課
商工係

しごと創生係

これまで

　新年度がスタートしました。市が抱える課題の解決に向けて行財政改革や公共施設の適切な運営、まちづ
くり関連施策の一元化を進めることで、市民の利便性向上を図り、組織を見直しました。変更する組織機構
は次のとおりです。ご理解とご協力をお願いします。

　

自
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用

し
た
女
性
の
新
し
い
働
き
方
推
進
の

た
め
、
株
式
会
社
マ
ミ
ー
ゴ
ー
（
東

京
都
）
と
本
市
が
2
月
21
日
に
、
く

ま
り
ば
内
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

で
協
定
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
萩お

ぎ
の野

久く

み

こ
美
子
代
表
取

締
役
が
講
演
し
、
家
事
や
子
育
て
で

家
を
空
け
ら
れ
な
い
主
婦
が
パ
ソ
コ

ン
1
台
で
自
宅
に
い
な
が
ら
短
時
間

の
仕
事
を
す
る
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
生
活
環
境
に
合
わ
せ
、
無
理

な
く
依
頼
を
受
け
働
く
方
法
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
子
育
て

中
の
女
性
が
多
く
、
熱
心
に
セ
ミ

ナ
ー
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

参加者に在宅型の仕事内容を説明する荻野代表取締役

家庭を優先に働きたいを応援
女性の新しい働き方セミナー
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人吉市障害者住宅改造助成制度をご利用ください！
　市では、重度の身体障がい児や知的障がい者がい
る世帯向けに住宅を改造する場合、工事費用の助成
を行っています。

助成を受けることができる人
次の全てに該当する人
① 市内に住んでいる人
②  ４月１日現在 65 歳未満で、歩行の困難な身体障

害者手帳１・２級所持者か療育手帳 A １・A ２
所持者（知的障がい）。もしくは、これらの人と
同居する人

③  世帯の生計中心者の前年分所得税課税年額が、
７万円以下の世帯に属する人

④  この制度の助成を受けていない世帯に属する人。
ただし、身体状況の著しい変化などで、再度の
改造が特別に認められる人を除く

助成を受けることができる工事
　玄関・廊下・階段・居室・浴室・便所・洗面所・
台所などの障がい者が利用する部分で、障がい者向

接種期限　令和３年３月31日（水）
※ただし、実施医療機関の診療日・診療時間内
申込方法
対象者①の人には申込書を郵送します。返信用封筒
で郵送するか市高齢者支援課窓口（市役所西間別館
１階４番窓口）にお持ちください。
対象者②の人はお問い合わせください。
申込期限　令和３年３月15日（月）
※ 接種期間中に市外の医療機関や施設に通院・入院・

入所している人は市高齢者支援課に問い合わせて
ください。

接種料金　3,500円
※ 医療機関の窓口で接種後支払い。生活保護世帯員

は無料

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２３１・１２３６） 問合せ　市福祉課障がい者支援係（☎２２－２１１１　内線１１４３）

　肺炎は日本人の死因の第５位で、死亡者の95㌫
以上が65歳以上の人です。中でも、肺炎球菌によ
る肺炎は、成人の肺炎の25 ～ 40㌫を占めています。
特に高齢者は重症になりやすいので、対象の人は予
防接種をお勧めします。
対象者
　市内に住み、過去に１度も肺炎球菌ワクチンを接
種したことがなく、次のどれかに当てはまる人。
①  ４月１日から令和３年３月31日までの間に65

歳、 70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、 
100歳になる人

②  60歳以上65歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸器
の機能に障がいがある人やヒト免疫不全ウイル
スによる免疫の機能に障がいがある人（身体障
害者手帳１級保持者）

実施医療機関
愛甲産婦人科麻酔科医院 愛甲やすらぎ・ひふ科医院 愛生会記念病院 あいだ診療所

有島耳鼻咽喉科医院 伊津野医院 岡医院 願成寺ごんどう医院
球磨病院 河野産婦人科医院 小林脳神経外科 しらおく内科クリニック

たかはし小児科内科医院 田中医院 田中クリニック 辻循環器内科
堤病院 堤病院付属九日町診療所 外山胃腸病院 外山内科

とやまクリニック
胃腸科肛門科 豊永耳鼻咽喉科医院 浜田醫院 人吉記念病院

ひとよし内科 人吉リハビリテーション病院 平井整形外科
リハビリテーションクリニック

ふかみ耳鼻咽喉科
万江病院 光永医院

※必ず予診票が届いてから病院に接種予約をしてください。

けに実施する改造工事費です。
　新築や増築、改築は原則として対象となりません。
ただし、改造するにあたり増築や改築を伴う場合は、
やむをえないと認められる範囲内で助成の対象とす
る場合があります。

申込み　着工後の助成はできませんので、工事の着
工前に必ず市福祉課までご相談ください。手続きな
どを説明します。
　改造方法は、専門のスタッフが相談に応じます。
気軽にお問い合わせください。

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種が始まります

後期高齢者医療制度からのお知らせ

問合せ　市保険年金課後期高齢者医療係（☎２２－２１１１　内線１２２５）

令和２年度は保険料が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は２年ごとに見直
しています。

【均等割額】５万 600 円　【所得割率】９.95㌫
※保険料の上限額は 64 万円です。

令和２年度の保険料軽減割合が変わります
【保険料均等割額】
　「基礎控除額 33 万円」を超えない世帯で、被保
険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ 80 万円と
して計算した上で所得が０円となる場合の軽減割合
が８割から７割となります。
　「基礎控除額 33 万円」を超えない世帯の軽減割
合が 8.5 割から 7.75 割となります。

令和２年度は保険料の軽減対象者が拡大します

保険料均等割額の５割軽減対象世帯
総所得金額など

変更前 「基礎控除額 33 万円＋（28 万円×世帯の被
保険者数）」を超えない世帯

変更後 「基礎控除額 33 万円＋（28.5 万円×世帯の
被保険者数）」を超えない世帯

助成額
対象世帯 助成率

Ａ 生活保護を受けている世帯 全額

Ｂ 生計中心者の当該年度の市民税が非
課税の世帯 全額

C
A・B 以外の世帯で、生計中心者の前
年分所得税課税年額が７万円以下の
世帯

３分の２

※限度額：90 万円×助成率

保険料均等割額の２割軽減対象世帯
総所得金額など

変更前 「基礎控除額 33 万円＋（51 万円×世帯の被
保険者数）」を超えない世帯

変更後 「基礎控除額 33 万円＋（52 万円×世帯の被
保険者数）」を超えない世帯

令和２年国勢調査の調査員を募集します
　総務省統計局・県・市では、10月１日現在で国
勢調査を実施します。この調査は、人や世帯につい
ての全数調査で、その結果は国や地方公共団体の各
種行政施策や企業、団体その他各方面で利用されま
す。統計法に基づき実施する国の最も基本的で重要
な統計調査として５年ごとに実施しており、令和２
年で21回目の調査です。
　市では、調査に従事していただける調査員を募集
します。希望される人はお問い合わせください。

事務内容
○ 調査員説明会への参加　○ 担当する地域の確認
○ 調査の説明と調査書類の配布
○ 調査票の回収　○ 調査票の整理と提出
調査員の要件（次の要件を全て満たす人）
○ 市内に住んでいる人
○  心身共に健全な満20歳以上の人で、責任を持っ

て調査員の事務を遂行できる人
○ 秘密の保護に関し信頼できる人

○  暴力団員でない人、暴力団員と密接な関係がな
い人

○ 税務、警察、選挙に直接関係のない人
調査従事期間　８月中旬～ 10月中旬（予定）
調査地域　市内全域
報酬　３万５千円程度（交通費、電話代など含む）
※ 調査員の受け持ち調査区数は、１人当たり１～２

調査区です。報酬額は目安であり、受け持ち調査
区数や調査区の範囲で増減があります。

募集期間　４月２日（木）～５月29日（金）
※ 市では、登録調査員を随時募集しています。調査

員として登録した人には、統計調査が行われる場
合、優先して調査業務を依頼します。統計調査に
興味がある人はお問い合わせください。

問合せ　市企画課企画政策係（☎２２－２１１１　内線２２２５）
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問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１ 内線１２３６　℻２４－９５３６）
 　　koureisyashien@hitoyoshi.kumamoto.jp

講座名 講師名 定員 曜日・時間 備考

絵　画 宮村 宏 20人 第１・３ 月曜日（午後） ※材料代が必要

三味線 簑田 よし子 15人 第１・３ 火曜日（午前） ※レンタル有り

社交ダンス 岳野 さゆり 15人 第１・３  火曜日（午前）

ちりめん細工 伸島 淳子 20人 第１・３  水曜日（午前） ※材料代が必要

身体のケア体操 中濱 幸浩 40人 第２・４  水曜日（午前）

陶　芸 犬童 又郎 25人 第１・３ 水曜日（午後） ※材料・道具代が必要

パッチワーク 入船 さよ子 15人 第２・４ 水曜日（午後） ※材料代が必要

ガンバルーン体操 木原 博子 30人 第２・４  水曜日（午後）

書　道 西田 正伸 20人 第１・３  木曜日（午前） ※材料代が必要

囲　碁 中里 勝 20人 第２・４  木曜日（午後）

民謡舞踊 山下 和子 15人 第１・３  木曜日（午後）

寄せ植 西 和子 15人 第２・４  木曜日（午後） ※材料代が必要

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午前

午前

午前

午前

午前

教養講座・サークル受講生募集
令和２年度　人吉市勤労青少年ホーム

曜日 講座・サークル名 場所 定員 講師・
サークル代表者 教材費(月額)

月

華道(小原流) 会議室② 20人 永田 和子 １回の講座につき
1,000円程度

茶道(裏千家) 会議室① 10人 宗村 宗裕 1,500円

ファイトネス
（トレーニングダンス） 体育館 20人 漆坂 美和 1,000円

火
書道 会議室② 20人 柿本 浩美 1,500円

よさこい鳴子踊り 体育館 30人 山口 優美 1,000円

水

料理 中原コミセン 15人 大久保 典子 2,000円

ボクシング
(ボクササイズ) 体育館 20人 岩本 靜男 1,000円

三味線 会議室① 15人 簑田 よし子 三味線レンタル料
2,000円

軽音楽 会議室② 10人 福屋 新一 1,000円

居合道 体育館 15人 森島 久志 模造刀レンタル料
1,000円

木
着付け 会議室① 10人 岩﨑 典子 2,000円

陶芸 石野公園 20人 髙  英二
三原 真二 2,000円

第１・
３木 ウクレレ 会議室② 20人 佐無田 学 １回の活動につき

300円
 　＝サークル活動（仲間が集まった自主活動グループです）

問合せ 市勤労青少年ホーム（西間上町２６４６－１  ☎２４－３８７１）

対象者　　 市内に在住・勤務している 39 歳未満の
人。定員に満たない場合は 39 歳以上の
人も受け付けます。

募集期間　４月６日（月）～４月 23 日（木）
日程 　　 ５月 15 日（金）～令和３年１月 31（日）

（月２回、年間 18 回）
時間　　　午後７時～９時  
会場　　　 市勤労青少年ホーム・中原コミセン・石

野公園
その他　　 曜日が異なる講座であれば複数の講座を

受講できます。

対象者　　市内に住むおおむね 60 歳以上の人
受講料　　無料 ( 材料費が必要な講座もあります )
申込方法　市高齢者支援課 ( 市役所西間別館 1 階 )
にある申込用紙に記入し、提出してください。申込
用紙は市役所カルチャーパレス仮本庁舎と市保健セ
ンター、湯るりんセンター、校区コミセンにありま
す。
※電話・ファクス・メールでも申し込みできます。

対象者
受講料

問合せ

申込方法

申込方法　市勤労青少年ホームか市社会教育課（市
役所カルチャーパレス仮本庁舎１階）に直接申し込
んでください。

●市勤労青少年ホーム
　午後１時 30 分～９時（金～日曜、祝日を除く）
　☎２４－３８７１
●市社会教育課
　午前９時～午後５時（土・日、祝日を除く）
　☎２２－２１１１　内線５２３６

募集期間　４月 30 日 ( 木 )
※ 定員を超えた場合は、新規 ( 初心者 ) や在籍年数

の短い人を優先して抽選します。
時間　　　午前の部＝午前 10 時～正午
　　　　　午後の部＝午後１時 30 分～３時 30 分
回数　　　６月～翌年２月までの全 18 回程度
会場　　　市保健センター

時間

回数
会場

シニアいきいき講座
受講生募集

令和２年度

※令和２年度で、本講座・サークルは終了予定となっています。

募集期間
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人吉球磨クリーンプラザへの持ち込み

搬 入できる日 日曜日～金曜日
（土曜日・祝日は休み）

搬 入時 間 午前８時30分～午後５時

搬 入料 金 10kg当たり100円

※ クリーンプラザに搬入するときは、市指定ごみ袋は
不要です。

※家庭から持ち込まれる資源ごみは無料です。

祝日など 家庭ごみ収集

４月29日（水） 昭和の日 ×

５月３日（日） 憲法記念日 ×

５月４日（月） みどりの日 ○（月・木曜日地区）
燃えるごみのみ

５月５日（火） こどもの日 ×

５月６日（水） 振替休日 ○
資源ごみ

７月23日（木） 海の日 ×

７月24日（金） スポーツの日 ×

８月10日（月） 山の日 ○（月・木曜日地区）
燃えるごみのみ

お盆は通常日程どおり収集します

９月21日（月） 敬老の日 ○（月・木曜日地区）
燃えるごみのみ

９月22日（火） 秋分の日 ×

11月３日（火） 文化の日 ×

11月23日（月） 勤労感謝の日 ○（月・木曜日地区）
燃えるごみのみ

12月2９日（火）年末特別収集 ○（火・金曜日地区）

12月30日（水）
～１月３日（日）

年末年始 ×

１月11日（月） 成人の日 ○（月・木曜日地区）
燃えるごみのみ

２月11日（木） 建国記念の日 ×

２月23日（火） 天皇誕生日 ×

祝日などの家庭ごみ収集カレンダー
令和２年度保存版

※左表が「○」の場合、その曜日に指定された種類のご
みを収集します。ごみの種類を確認して、当日の午前
８時までに出してください。

※ほかの地区へのごみ出しは絶対にしないでください。

この表に記載のない日は、通常日程どおり収集します。

月曜休日（祝日）の収集は、燃え
るごみのみとなります。ご理解と
ご協力をお願いします。

問合せ 市環境課廃棄物対策係
　　　　（☎２２－２１１１  内線２７１１）
　　　　人吉球磨クリーンプラザ
　　　　（赤池水無町1269番地１　☎２２‒１４１４）

「ごみ出しルール読本」が「ごみ出しルール読本」が
必要な人は市環境課へ必要な人は市環境課へ

環境課からのお知らせ

新型コロナ対策
感染拡大が社会に大きな影響をもたらし

ている新型コロナウイルス。日常の中で行
える正しい予防法を保健師さんと一緒に確
認し、ウイルスを撃退しましょう！

新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、「手洗い」や「マスクの
着用を含む咳エチケット」です。ぜひこのページを切り取って洗面台などで
手順を意識しながら、ウイルス予防対策を身に付けてください。
　疾患のある人や高齢者は感染で重症化しやすいため、人混みを避けた生活
を心掛けましょう。

外出先からの帰宅時や調理の前後、食事
前など小まめに手を洗います。

電車や職場、学校など人が集まる所では
咳エチケットを心掛けましょう。

流水でよく手をぬらした
後、せっけんをつけ、手
のひらをよくこする

マスクを着用する
（鼻・口を覆う）

指の間を洗う

手の甲をのばすようにこ
する

ティッシュなどで
鼻と口を覆う

親指と手のひらをねじり
洗いする

指先・爪の間を念入りに
こする

袖や上着の内側で
覆う

手首も忘れずに洗う

正しい手の洗い方

咳エチケット咳エチケット

愛瀬 友
と も み

見保健師山本 萌
め い

愛ちゃん

１

４

２

５

３

６

▼  爪は短く切っておく

▼  時計や指輪は外す

マスクがないとき とっさのとき

▼  洗い終わったら十分
に水で流し、清潔なタオ
ルやペーパータオルで
よく拭き取
り、乾かそ
う！

POINT

POINT

や
っ
て
み
よ
う
★

　

し
っ
か
り
覚
え
る
ぞ

頑
張
っ
て
ね
！

い
ざ
、
実
践
！

手
本
に
習
っ
て

丁
寧
に
洗
う
よ

普段

ほかの人にうつさないために

くしゃみや咳が出るときは、飛
ひ ま つ

沫に
ウイルスを含んでいるかもしれませ
ん。手で押さえたり、何もせずくしゃ
みや咳をするのはやめましょう。

く
し
ゅ
ん

コ
ホ
ン コ

ホ
ン

相談窓口相談窓口

▼ 帰国者・接触者相談センター

　人吉保健所（☎２２－３１０７）
　開設時間：午前９時～午後７時　
　　　　　（土・日曜、祝日を含む）

乾か

不
安
が
あ
れ
ば

す
ぐ
相
談

▼最新情報はこちら

【相談の目安】
・風邪の症状や37.5度以上の発熱が  
４日以上続いている（解熱剤を飲み
続けなければならないときを含む）
・強いだるさ（倦

けんたい

怠感）や息苦しさ（呼
吸困難）がある 
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お
知
ら
せ

情　報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レス ☎２４－３３１１
ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８
水 道 局 ☎２２－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０
石 野 公 園 ☎２２－６７００
人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４
鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００
く ま り ば ☎２２－５１８３

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　1578 番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ
　　　　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和２年２月末日現在

※（ ）は前月比

人の動き

総　数　32,187 人（－ 33 人）
　男　　14,848 人（－ 14 人）
　女　　17,339 人（－ 19 人）
世帯数　15,525 世帯

（－ 23 世帯）

湯
る
り
ん
サ
ロ
ン

５
月
の
案
内

　

湯
る
り
ん
サ
ロ
ン
は
、
介
護
予

防
や
居
場
所
づ
く
り
の
サ
ロ
ン

で
、
月
１
回
校
区
ご
と
に
運
動
や

口
腔
ケ
ア
、
脳
ト
レ
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
温

泉
町
２
４
５
６
番
地
１
）

対
象　

市
内
に
住
む
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人

参
加
費　

６
０
０
円

５
日
㈫　

中
原
校
区

６
日
㈬　

西
校
区

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。

期
日　

４
月
15
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

紅べ
に
と
り取

交
流
サ
ロ
ン
（
中
神

町
大
柿
１
０
５
番
地
３
）

テ
ー
マ　

散
歩
「
春
が
来
た
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

10
組
（
先
着
順
）

※
４
月
13
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

影
響
で
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

12
日
㈫　

大
畑
校
区
①

13
日
㈬　

大
野
・
矢
岳
地
区

19
日
㈫　

東
間
校
区

20
日
㈬　

西
瀬
校
区

26
日
㈫　

東
校
区

27
日
㈬　

大
畑
校
区
②

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
時
間
や
乗
降
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
‐
４
９
６
７
）

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

５
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
〜
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

13
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

14
日
㈭　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

15
日
㈮　

特
別
行
事
「
イ
チ
ゴ
狩

り
」

20
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

22
日
㈮　

給
食
体
験

28
日
㈭　

子
育
て
講
座
「
料
理
教

室
」、
講
師
：
中
村
真ま

や矢
さ
ん
、

場
所
：
西
瀬
コ
ミ
セ
ン

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
〜
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

市民健診 始まります！
　市民健診の申し込みはお済みですか？ 健診期間中は随時受け付けて
います。電話での申し込みや申込書の再発行もできます。職場健診の人
は職場での健診を受診しましょう。

申込・問合せ 市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

※75歳以上（一部65歳以上）の人の後期高齢者健診は９月からです。

申し込みがあった
人に市民健診受診
票を郵送します。

● 病院・医院受診を申し込んだ人
　受診票が届いてから病院・医院に電話で受診予約をして健診を受けてください。

健診は５月からです。

● 検診車受診を申し込んだ人
　受診票記載の日時に会場へお越しください。
　指定日で都合が悪い人は、保健センターまでご連絡ください。

受診までの流れ

検診車

期日 会場 対象地区

４月 23 日㈭ 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町

４月 24 日㈮ 西瀬コミセン 矢黒町、上永野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町小柿・
段山

４月 25 日㈯ 市保健センター 北願成寺町、南願成寺町

4 月 26 日㈰ 市保健センター 上新町、下新町、鬼木町

４月 27 日㈪ 東間コミセン 浪床町、東間上町、東間下町、蓑野町、田野町

４月 28 日㈫ 東間コミセン 古仏頂町、木地屋町、東大塚町、七地町、蟹作町、赤池原町、赤池水無町、
矢岳町、西大塚町

４月 29 日㈬ 市保健センター 紺屋町、上青井町、中青井町、下青井町、城本町、合ノ原町、井ノ口町

4 月 30 日㈭ 市保健センター 北泉田町、南泉田町、鶴田町

5 月 23 日㈯ 市保健センター 瓦屋町

5 月 24 日㈰ 市保健センター
二日町、五日町、七日町、九日町、大工町、鍛冶屋町、駒井田町、土手町、
灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町、麓町、原城町、富ヶ
尾町、中城町

5 月 25 日㈪ 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町馬場、下原田町西門

5 月 26 日㈫ 中原コミセン 中神町段・城本・大柿、下原田町羽田・上野・嵯峨里・荒毛

5 月 27 日㈬ 中原コミセン 下原田町堀・瓜生田、上原田町上原・尾崎・牛塚・菖蒲・馬草野・尾曲・
馬氷

5 月 28 日㈭ 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大畑麓町、
大野町

5 月 29 日㈮ 市保健センター 西間上町、西間下町

※１日当たりの健診できる人数に限りがありますので、対象地区以外の日程で案内する場合があります。
※感染症予防のため、マスクを着用してお越しください。ご協力をお願いします。

受付時間　午前７時30分～ 11時（割り振って案内します）

※４月27日（月）・28日（火）、　５月27日（水)・28日（木)は午前10時まで

毎年受けよう！

第
１
回
人
吉
温
泉
ま
つ
り

開
催
を
延
期
し
ま
す

人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
４
月
25
日
㈯
・

26
日
㈰
に
予
定
し
て
い
た
「
第
１

回
人
吉
温
泉
ま
つ
り
」
は
延
期

し
ま
す
。
開
催
の
日
程
は
未
定
で

す
。

問
合
せ　

人
吉
温
泉
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
市
観
光
振
興
課

内
）

　

４
月
26
日
㈰
に
人
吉
温
泉
ま
つ

り
と
同
時
開
催
を
予
定
し
て
い
た

人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街

は
５
月
９
日
㈯
に
延
期
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０

円
商
店
街
実
行
委
員
会
（
き
じ
馬

ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
内　

☎
22
‐

２
２
５
４
）
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ご
存
じ
で
す
か
？

紙
お
む
つ
等
助
成
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
・
支
援

す
る
た
め
に
、
介
護
用
品
の
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
う
ち
、
同

居
家
族
全
員
が
市
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
半
月
を
超
え
る
入
院
や
入

所
の
利
用
が
な
い
要
介
護
４
か
５

に
当
て
は
ま
る
人

利
用
券
助
成
額

１
カ
月
上
限　

６
０
０
０
円

年
間
上
限　

７
万
２
千
円

対
象
介
護
用
品　

紙
お
む
つ
、
は

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か
？

加
入
中
の
健
康
保
険
が
変
更

に
な
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内

に
市
保
険
年
金
課
（
市
役
所
西

間
別
館
１
階
２
番
窓
口
）
へ
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
の
と
き
は
、
各
種

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
書
類
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

□
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

と
き

□
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら

外
れ
た
と
き

□
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
と
き

□
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

□
海
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
に
加

入
す
る
た
め
、
納
税
の
義
務
も

さ
か
の
ぼ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

　

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

国
保
を
や
め
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

□□ 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き

た
と
き

□□ 

家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
に
な
っ
た
と
き

者
に
な
っ
た
と
き

□
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し
た

と
き

□
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

□
海
外
に
転
出
し
た
と
き

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま

に
な
り
ま
す
。
資
格
が
な
い
保

険
証
で
病
院
に
か
か
っ
た
と
き

に
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
す

る
場
合
は
、
学
生
証
か
在
学
証

明
書
、
合
格
通
知
書
が
必
要
で

す
。

※
児
童
福
祉
施
設
な
ど
市
外
の

施
設
に
入
所
す
る
場
合
は
、
施

設
入
所
証
明
書
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
国
保

年
金
係
（
☎
24
‐
２
１
１
１　

内
線
１
２
２
１
・
１
２
２
２
）

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集
！

　

市
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み

出
す
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

の
た
め
の
知
識
と
健
康
体
操
を
学

び
、
講
座
終
了
後
は
先
輩
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
町
内
の
ミ
ニ

サ
ロ
ン
や
老
人
会
、
デ
イ
サ
ロ
ン

に
出
向
い
て
介
護
予
防
の
体
操
を

広
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
内
の
リ
ー
ダ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
は
、
自
分

が
元
気
で
い
る
た
め
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
よ
う
に

〝
知
恵
と
技
〞
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

内
容　

介
護
予
防
の
学
び
と
運
動

日
程　

５
月
11
日
〜
７
月
６
日
の

月
曜
日
（
全
９
回
）

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

（
６
月
29
日
、
７
月
６
日
は
午
前

10
時
〜
正
午
）

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

や
る
気
の
あ
る
人
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
込
方
法　

市
高
齢
者
支
援
課

（
市
役
所
西
間
別
館
１
階
）
窓
口

に
直
接
か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
17
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援

課
元
気
・
長
生
き
係

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
や

改
修
を
補
助
し
ま
す

　

地
震
発
生
時
の
人
身
事
故
の
防

止
や
避
難
経
路
の
確
保
の
た
め
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
や

改
修
を
す
る
所
有
者
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
）

①  

補
助
の
対
象
と
な
る
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
（
石
積
塀
、
レ

ン
ガ
塀
）
で
あ
る
こ
と

②
道
路
に
面
す
る
も
の

③  

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
路
面
か

ら
の
高
さ
が
80
㌢
㍍
以
上
の

も
の

④  

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
自
体
の
高

さ
が
60
㌢
㍍
以
上
の
も
の

⑤  

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
と

し
て
市
が
判
定
す
る
も
の

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
工
事

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
内
の
住
宅
を
対
象
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
人
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

総
額
の
４
分
の
１（
上
限
20
万
円
）

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
建
築
係

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

　

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
万
６
５
４
０
円
で

す
。

　

納
付
期
限
は
翌
月
末
（
金
融
機

は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
を

交
付
し
ま
す

　

市
指
定
の
鍼

し
ん
き
ゅ
う伮

院
な
ど
で
施
術

を
受
け
た
と
き
に
、
１
回
に
つ
き

１
枚
（
５
０
０
円
）
を
助
成
し
ま

す
。

交
付
対
象
者

市
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

１
世
帯
に
つ
き
年
度
内
に
２
冊
ま

で
交
付
し
ま
す
（
１
冊
24
枚
つ
づ

り
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

１
人
に
つ
き
年
度
内
に
２
冊
ま
で

交
付
し
ま
す
（
１
冊
12
枚
つ
づ

り
）。

申
請
方
法　

保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
２
冊
目
は
１
冊
目
を
全
部
使
用

し
て
か
ら
交
付
し
ま
す
。

※
紛
失
・
破
損
な
ど
の
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
険
年
金
課

国
保
年
金
係
（
市
役
所
西
間
別
館

１
階
）

関
の
非
営
業
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）
と
な
り
ま
す
。
納
付
方
法
の

詳
細
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
国
保
年

金
係

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
工
事

　

と
改
修
工
事

○
道
路
か
ら
の
高
さ
を
40
㌢
㍍
以

　

下
に
す
る
工
事

補
助
の
金
額

除
去

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
工
事
に

か
か
っ
た
費
用
の
３
分
の
２
以
内

上
限
額
＝
除
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
長
さ
に
1
万
２
千
円
／
㍍

を
乗
じ
た
額
か
限
度
額
20
万
円
の

い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

改
修

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
改
修
工
事
に
か

か
っ
た
費
用
の
３
分
の
２
以
内

上
限
額
＝
改
修
す
る
フ
ェ
ン
ス
な

ど
の
長
さ
に
１
万
５
千
円
／
㍍
を

乗
じ
た
額
か
限
度
額
20
万
円
の
い

ず
れ
か
低
い
方
の
額

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
建
築
係

　

市
で
は
、
今
後
の
大
地
震
に

備
え
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
戸
建
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
設
計
、
改
修
工
事
な

ど
を
行
う
人
に
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
戸
建
木
造
住
宅

・
在
来
軸じ

く
ぐ
み組

工
法
、
枠
組
壁
工

法
や
伝
統
的
構
法
で
建
築
さ

れ
た
地
上
階
数
が
３
以
下
の

住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
住
宅
（
上
部
構
造
評
点
１
・

０
未
満
）

耐
震
改
修

○
耐
震
改
修
設
計

補
助
率　

設
計
費
の
３
分
の
２

（
上
限
20
万
円
）

自
宅
の
安
全
性
が
不
十
分
だ
っ
た
と
き
は

 
 

 

耐
震
化
を
し
ま
し
ょ
う

人
吉
市
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
事
業

○
耐
震
改
修
工
事

補
助
率　

工
事
費
の
２
分
の
１

（
上
限
60
万
円
）

○
耐
震
改
修
設
計
＋
改
修
工
事

○
耐
震
改
修
設
計
＋
改
修
工
事

補
助
率

補
助
率　

設
計
費
と
改
修
費
の

　

設
計
費
と
改
修
費
の

５
分
の
４（
上
限
１
０
０
万
円
）

５
分
の
４（
上
限
１
０
０
万
円
）

建
替
え

○
建
替
え
工
事

補
助
率　

工
事
費
の
23
㌫
（
上

限
60
万
円
）

○
建
替
え
設
計
＋
建
替
え
工
事

補
助
率　

設
計
費
と
工
事
費
の

５
分
の
４（
上
限
１
０
０
万
円
）

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

補
助
率　

工
事
費
の
２
分
の
１

（
上
限
20
万
円
）

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
建
築

係
（
☎
22
‐
２
１
１
１　

内
線

２
４
３
５
・
２
４
３
６
）

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

補
助
対
象
住
宅

耐
震
改
修

建
替
え

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

４
月
か
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
影
日
を
変
更
し
ま
す

投
影
日
時　

日
・
祝
日
＝
午
前
11

時
〜
、
午
後
２
時
〜

料
金　

大
人
＝
２
２
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
１
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
団
体
投
影
は
今
ま
で
ど
お
り
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。（
休
館
日

を
除
く
平
日
の
み
）

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

問
合
せ　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
８
６
８
（
☎
48
‐

４
２
０
０)

Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
開
館
情
報

※
休
館
日　

毎
週
水
曜
日(

祝
日
の

場
合
は
翌
平
日)

５
月
８
日
㈮

５
月
７
日
㈭

５
月
６
日
㈬
㈷

５
月
５
日
㈫
㈷

５
月
４
日
㈪
㈷

５
月
３
日
㈰
㈷

５
月
２
日
㈯

５
月
１
日
㈮

4
月
30
日
㈭

４
月
29
日
㈬
㈷

４
月
28
日
㈫

４
月
27
日
㈪

○×○○○○○○×○○○

か
せ
る
お
む
つ
、
平
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、ゴ
ム
手
袋
、ウ
エ
ッ

ト
タ
オ
ル
（
尻
拭
き
用
）、
お
む

つ
カ
バ
ー
、
防
水
シ
ー
ツ

※
利
用
券
は
市
指
定
の
介
護
用
品

取
扱
店
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
申
請
す
る
と
き
は
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
市
高
齢
者
支
援
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
元

気
・
長
生
き
係
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市
民
農
園
に
３
区
画
の

空
き
が
あ
り
ま
す

　

市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
、
子
ど
も
の

体
験
学
習
な
ど
多
様
な
目
的
で
市

民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
先

着
順
に
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
希

望
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

場
所　

瓦
屋
町（
万
江
病
院
近
隣
）

利
用
期
間　

契
約
月
〜
年
度
末

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

春
は
入
園
・
入
学
シ
ー
ズ
ン
。

子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
通
園
・
通

学
を
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
ず
、
歩
行
者

を
優
先
さ
せ
る
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

４
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈬
の

10
日
間

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

＝
４
月
10
日
㈮
」

運
動
の
重
点

①  

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
の
確
保

緑
の
募
金
運
動

　

熊
本
の
豊
か
な
緑
を
守
り
育
て

て
い
く
み
ど
り
の
財
産
づ
く
り
の

た
め
に
、
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

募
金
期
限　

５
月
31
日
㈰

問
合
せ　

市
農
林
整
備
課
林
務
係

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
元
年
11
月
１
日
に
制
定
し

た
「
人
吉
市
水
道
施
設
の
損
傷
等

に
係
る
損
害
賠
償
の
算
定
基
準
及

び
事
務
取
扱
に
関
す
る
規
程
」
を

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

こ
の
規
程
は
、
水
道
局
と
の
立

ち
会
い
な
し
に
掘
削
な
ど
を
行

い
、
水
道
管
を
破
損
さ
せ
た
場
合

や
立
ち
会
い
を
し
て
水
道
管
の
位

置
が
確
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
不
注
意
な
ど
で
破
損
さ
せ
た

場
合
に
、
流
出
し
た
水
の
代
金
な

ど
を
請
求
す
る
も
の
で
す
。
立
ち

会
い
を
し
て
も
水
道
管
の
位
置
が

確
定
し
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、

請
求
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
必

ず
水
道
局
へ
立
ち
会
い
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
上
水
道
課
施
設
係

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

公
民
館
を
建
設
し
ま
し
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
、
西
間
上
町
に
公
民
館
を
建
設

し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報

事
業
費
を
財
源
と
し
て
一
般
社
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成

決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
西

間
上
町
の
ま
す
ま
す
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
自
治
支
援
係

児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成を受給されていない人は申請を！

受給資格者
　次のどれかに当てはまる児童（18 歳になった日
から最初の３月 31 日までの間にある児童。ただし、
障がいのある児童は 20 歳未満）を監護する父また
は母、もしくは父母に代わってその児童を養育して
いる人に支給されます。
① 父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童
② 父または母が死亡した児童
③ 父または母の生死が明らかになっていない児童
④ 父または母から１年以上遺棄されている児童
⑤  父または母がＤＶ防止法で裁判所から保護命令

を受けている児童
⑥  父または母が法律で１年以上拘禁されている児

童
⑦ 婚姻によらないで生まれた児童
⑧  棄児などで父母がいるかいないかが明らかでな

い児童
※一定額以上の所得がある場合は、手当の支給が停
止されます。
※父母が婚姻の届け出をしていなくても、事実上の
婚姻関係があるとき（内縁関係や定期的な訪問・生
活費の援助なども含む）や労働基準法などの遺族補
償を受けているときは、手当が支給されない場合が
あります。

　児童扶養手当やひとり親家庭等医療費助成を受給するためには、申請が必要です。市福祉課（市役所西間
別館１階５番窓口）で申請してください。

手当の額（月額）
① 全部支給＝４万 3,160 円
② 一部支給＝１万 180 円～４万 3,150 円
③ 第２子＝１万 190 円加算
④ 第３子以降＝１人につき 6,110 円加算
※手当額は変更になる場合があります。

ひとり親家庭等医療費助成
　ひとり親家庭（母子・父子）などの医療費の３分
の２を助成する制度です。（付加給付・高額療養費
を除く）
対象者
・ 20 歳未満の児童を扶養している父子家庭の父と

母子家庭の母
・ 18 歳になった日から最初の３月 31 日までの間に

ある父子家庭の児童、母子家庭の児童、父母のい
ない児童

※本人・同居家族の所得制限で対象にならない場合
があります。
※支給要件に当てはまるかの確認や申請書類など、
詳しくはお問い合わせください。

問合せ　 市福祉課児童福祉係（☎２２－２１１１ 
内線１１４６）

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

こ
の
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
４
月
１

日
（
基
準
日
）
に
「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人

が
い
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象
者
（
次
の
順
位
の
遺
族
の
う

ち
１
人
）

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
な
ど
の
子
ど
も

③  

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

④  

①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
内
の
親
族
（
お
い
・

め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
額

25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債
（
年
額
５
万
円
）

請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日

㈬問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
し
た

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
西

間
別
館
２
階
東
側
へ
移
転
し
ま
し

た
。
正
面
玄
関
横
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
契
約
管
財
課
管
財
係

政
府
主
催
慰
霊
巡
拝

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦

で
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
を
対
象

に
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

対
象
者　

実
施
地
域
の
戦
没
者
の

配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、

孫
、お
い
・
め
い
、参
加
遺
族
（
子
・

兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

実
施
地
域　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和

国
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ
リ
ヤ
ー

ト
共
和
国
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・

ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
国
東
北
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
沿
海
地
方
、
ビ
ス
マ
ー
ク

諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島

※
日
程
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
社
会
福
祉
課
（
☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
９
９
）

募　

集

災
害
時
協
力
井
戸
を

募
集
中
で
す

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
水

道
の
給
水
が
停
止
し
た
場
合
に
、

被
災
者
へ
飲
用
以
外
の
生
活
用
水

を
提
供
い
た
だ
け
る
災
害
時
協
力

井
戸
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
井
戸

①
市
内
に
あ
る
井
戸

②  

現
在
井
戸
と
し
て
使
用
し
て

い
る
こ
と

③  

災
害
時
に
ト
イ
レ
や
洗
濯
な

ど
生
活
用
水
を
必
要
と
す
る

人
に
、
無
償
で
水
を
提
供
で

き
る
こ
と

④  「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
標
識

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
表
示
で
き

る
こ
と

⑤  

井
戸
の
位
置
や
所
有
者
、
管

理
者
名
を
避
難
行
動
要
支
援

者
（
災
害
時
の
避
難
行
動
に

支
援
が
必
要
な
人
）
名
簿
に

掲
載
で
き
る
こ
と

　

災
害
発
生
時
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

（
更
新
可
能
）

利
用
料　

３
０
０
０
円
／
年

※
年
度
途
中
か
ら
契
約
の
場
合
、

月
割
り
と
な
り
ま
す
。

参
考　

１
区
画
30
平
方
㍍
（
５
㍍

×
６
㍍
）

申
込
・
問
合
せ　

市
農
業
振
興
課

農
畜
産
係

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
人
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

②  

高
齢
運
転
者
な
ど
の
安
全
運

転
の
励
行

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

※
例
年
開
催
し
て
い
る
人
吉
市
出

発
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま

す
。

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
防
災
安

全
係資

産
評
価
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
産
の
評

価
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
限　

５
月
29
日
㈮
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
木
曜
は
〜
午
後
７
時
）

持
っ
て
く
る
も
の

本
人
が
来
庁
す
る
場
合
＝
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）

代
理
者
が
来
庁
す
る
場
合
＝
代
理

者
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
と
委
任
者
が

自
書
し
た
委
任
状

固
定
資
産
税
の
減
額
が
受
け
ら
れ

ま
す

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、耐
震
、

省
エ
ネ
の
ど
れ
か
の
改
修
工
事
を

し
た
人
や
認
定
長
期
優
良
住
宅
を

新
築
し
た
人
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ　

市
税
務
課
資
産

税
係
（
市
役
所
西
間
別
館
）

期
日　

４
月
27
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係
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５月の乳幼児健診
５カ月児学級

市保健センター母子保健係

受付時間 ３歳６カ月＝午後０時30分～１時
７～８カ月＝午後１時～１時15分
１歳８カ月＝午後０時45分～１時10分

５カ月児学級＝午前９時40分～９時55分
※ 親子（母子）健康手帳、問診票、健やか親子 21

アンケートをお持ちください。
※ ５カ月児学級は、子どもノート、親子（母子）健

康手帳、バスタオル、お出掛けに必要なものをお
持ちください。

健診 対象者 日程
3 歳 6カ月 平成28年11月生 12日㈫    

７～８カ月 令和元年９月生 19日㈫

1歳 8カ月 平成30年８月生 26日㈫

５カ月児学級 令和元年12月生 26日㈫

ごみ情報ごみ情報

ごみ処理にかかった費用 3,911 万 8,517 円
● ごみ出し家計簿(令和２年２月分)

燃えるごみ 414.95 トン (＋0.39％ )
燃えないごみ 23.04 トン (－8.39％ )
資源ごみ 49.39 トン (－7.47％ )

※()は前年度比
市民１世帯当たりのごみの量　31kg

※「ごみ出しルール読本」が必要な人は市環境課へ！

市環境課廃棄物対策係問

催　

し

田
野
高
原
で
ワ
ラ
ビ
狩
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

野
焼
き
後
の
美み

は
る
や
ま

晴
山
の
草
原
で

ワ
ラ
ビ
狩
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

期
日　

４
月
19
日
㈰

時
間　

午
前
7
時
〜
午
後
5
時

場
所　

田
野
町　

美
晴
山

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
袋
は
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

相　

談

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

職
業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日　

月
・
水
・
金
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
２
階
福

祉
課
内
（
西
間
下
町
86
番
地
１
）

問
合
せ　

熊
本
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
（
☎
22
‐
２
６
２
５
）

講　

座

人
吉
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

開
校
！

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

　

４
月
か
ら
人
吉
ラ
グ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

年
中
・
年
長
児
、
小
学

生種
目　

①
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
（
主
に

２
年
生
以
下
）
②
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
主
に
３
年
生
以
上
）

練
習
日
時　

水
曜
日
：
午
後
６
時

〜
８
時
、
土
曜
日
：
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
30
分
（
曜
日
ど
ち
ら
か

１
回
／
週
の
参
加
）

※
月
に
１
〜
２
回
（
日
曜
日
）
は
、

内
容　

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

の
（
学
科
・
実
地
）
試
験
対
策
講

座日
程　

８
月
〜

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

２
万
円
（
実
地
の
み
は

５
０
０
０
円
）

申
込
期
限　

７
月
６
日
㈪
（
実
地

の
み
は
７
月
16
日
㈭
）

※
日
程
や
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓

練
法
人
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

大
会
や
顔
合
わ
せ
な
ど
の
合
同
練

習
を
行
い
ま
す
。

場
所　

村
山
公
園
多
目
的
広
場

（
雨
天
時
は
別
の
会
場
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
／
月
（
２

人
以
降
１
０
０
０
円
）、
年
会
費

３
０
０
０
円
（
保
険
料
、登
録
料
）

未
就
学
児
：
１
０
０
０
円
／
月
、

年
会
費
１
０
０
０
円

※
体
験
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
ラ
グ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル
事
務
局　

横
山
隆り

ゅ
う
い
ち一

料
金　

入
山
料
大
人
４
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ　

田
野
町
内
会
長　

元
田

宗む
ね
は
る治

さ
ん
（
☎
29
‐
０
１
２
６
）

協力会員： 子どもの預かりができる人
市内に住み、自宅で子どもを預かれる人で、心身共

に健康で子どもが好きな人
※登録のときに基礎講座を受講していただきます。

依頼会員： 子どもを預けたい人
市内に住んでいるか勤務している人で、原則として

生後６カ月から小学６年生までのお子さんがいる人
両方会員： 協力会員、依頼会員の両方をできる人

🔴

🔴

🔴

　ファミリーサポートセンターは、地域で子育ての「手
助けが必要な人」と「手助けをしたい人」が相互援助
を行う会員組織です。

ファミリーサポートセンター
ひとよし　　　会員募集中！

会員の活動内容
○保育施設などの開始前や終了後の預かりと送迎
○学校の放課後や学童保育終了後の預かり 
○冠婚葬祭や兄弟姉妹の学校行事のときの預かり 
○買い物や外出のときの預かり
※上記以外でも気軽に相談してください。
※事故に備え、センターで一括して保険に加入します。
※ 子どもを預かる場所は、原則として協力会員の自宅

です。
※ 病中（病気回復期に至らない）・病後の幼児は預か

りができません。
受付時間 月～金曜　午前８時30分～午後５時

問合せ　ファミリーサポートセンターひとよし（市社
会福祉協議会内　☎２４－９１９２）

利用料金 １人目 ２人目以降
平日　午前７時～

午後８時 600円/１時間 300円/１時間

上記以外 700円/１時間 350円/１時間

※ 送迎や食事を伴う場合は別に料金が必要です。料金は依頼会
員が協力会員に直接支払います。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

　

夏
の
省
エ
ネ
対
策
に
効
果
が
あ

る
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？
先
着
30

組
の
家
庭
や
事
業
所
に
ゴ
ー
ヤ
な

ど
の
苗
を
無
料
配
付
し
ま
す
。
初

め
て
の
人
も
挑
戦
し
や
す
い
作
り

方
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
配
付
し
ま
す
。

配
付
対
象　

市
内
の
自
宅
か
事
業

所
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取
り

組
め
る
人
（
育
成
状
況
や
取
り
組

ん
だ
感
想
な
ど
を
市
環
境
課
へ
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
普
及
啓
発
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

か
、
申
込
書
を
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
６
日
㈪
〜
24
日

㈮苗
の
配
付
日　

５
月
８
日
㈮
〜
15

日
㈮
（
申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
土
・
日
曜
日
の
配
付
は

行
い
ま
せ
ん
。）

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生

係
（
〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

下

城
本
町
１
５
７
８
番
地
１　

☎
22

‐
２
１
１
１　

内
線
２
７
１
２

℻
24
‐
７
８
６
９
）

電
子
メ
ー
ル

kankyou@

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　

海
外
研
修
を
通
し
て
、
異
文
化

交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
海
外

旅
行
で
も
安
心
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

小
学
３
年
〜
高
校
３
年

生内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体

験
、
文
化
交
流
、
英
語
研
修
な
ど

研
修
先　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ

パ
ン

日
程　

７
月
25
日
㈯
〜
８
月
15
日

㈯
（
９
〜
19
日
間
）

参
加
費

37
万
８
千
円
〜
59
万
８
千
円

申
込
期
限　

５
月
27
日
㈬
〜
６
月

５
日
㈮

※
日
程
、
参
加
費
、
申
込
期
限
は

コ
ー
ス
で
異
な
り
ま
す
。
無
料
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

公
益
財
団
法
人
国
際

青
少
年
研
修
協
会
（
☎
03
‐

６
４
１
７
‐
９
７
２
１
）

カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ

人
吉
会
員
募
集
中

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人

吉
」
で
は
、
１
年
間
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

開
催
教
室　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

フ
ッ
ト
サ
ル
、
カ
ヌ
ー
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
、
は
じ
め
て

の
お
茶

受
付
期
間　

年
間
通
し
て
受
け
付

け
て
い
ま
す

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

申
込
方
法　

市
社
会
教
育
課
（
市

役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁

舎
１
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
会
金
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

日曜日も開庁中！

納納税課窓口

※ 納税課のみの開庁となりますので、他
課との連絡調整が必要な業務は対応で
きない場合があります。不明な点は事
前にお問い合わせください。

※ 市役所西間別館正面玄関からお入りく
ださい。

取り扱い業務　市税・国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料・入
湯税・法人市民税の納付、納税証明の発
行、水道料金・下水道使用料、下水道受
益者負担金の納付、市営住宅家賃の納付
問合せ　市納税課納税係
　　　　( ☎ 22 － 2111  内線 1162)

開庁日　5 月 10 日・17 日・24 日
開庁時間　午前 9 時～午後 4 時

タ
ー
（
☎
22
‐
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
７
３
９
４
‐

６
３
６
６
）

会福祉協議会内　☎２４ ９１９２）員が協力会員に直接支払います。

hitoyoshi.kum
am

oto.jp

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
事
務
局
（
市

社
会
教
育
課
内
）
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

【一般向け】 【児童向け】

新刊案内

人吉のリーダーの皆
さんが、毎月お薦め
の本を紹介します。

　このコーナーでは、平成30年度から活動を開
始した「人吉市地域おこし協力隊」隊員の日々の
活動をお届けしていきます。

　ヒットビズ（人吉しごとサポートセンター）
の活動の様子をお届けします。

ホームページ：https://www.hit-biz.jp
☎３２－８２２２

人吉市地域おこし協力隊

隊員 久
く ぼ

保  慧
さとし

　昨今、新型コロナウイルス感染症の影響で多く
の人が大変な思いをされていますが、道の駅人吉
でも団体の体験キャンセルが相次ぐなど、少なから
ず影響を受けています。一刻も早く感染の拡大が
収束に向かうのを願うばかりです。
　私は地域おこし協力隊として３年目、道の駅人吉
での活動も２年目を迎え、残り１年という期間でこ
れまで以上に多くの人に道の駅人吉を認知・利用
していただくことが大きな課題です。石野公園に配
属された１年目は、運営管理体制の強化とSNSの

運用を行ってきました。そんななか、学生ボランティ
アの従事希望はあるものの受け入れ先が少ないと
いう話を聞きました。地元の学生と連携した活動
をする道の駅は全国的にも少なく、受け入れ先とし
て利用してもらえるよう
な事業を取り組みたいと
考えています。
　今年度で基盤を作り
上げ、次年度以降も継
続していけるように取り
組んでいきます。

第 44 回
●天気の良い日は自転車で出掛けよう
　移動が楽な自動車を使い過ぎていませんか？
　自動車からは地域温暖化につながる CO2 や光化学スモッ
グの発生につながる窒素酸化物、PM2.5 の元となる粒子状物
質が排出されています。そこで、短い距離の移動には自転車
の利用がお勧め！ 暖かい陽気が気持ちの良いこの時季は、自
転車で出掛けてみませんか？
　今回で連載は終了します。今後も環境を守るための "日頃
の小さな選択 "を実践していきましょう。

エコな移動を楽しもう

波にあえて乗る！
～ビズ・スタイルその４～

ムページに「当社は、地域の食材を有効活用し、
SDGsなジャムを作っています。」とうたうこと
ができます。ロゴを使う方法は、下記のURLを
ご覧ください。
https://sdgs-support.or.jp/journal/official_
logo/
　使えるものは、どんどん使わない手はないので
す。くまモンのマークは、すでに世界規模で認知
されています。熊本の人は慣れっこですが、都市
部の消費者はくまモンのシールやロゴを見ると
うっとりします。こちらも申請すれば使えるのに、
使っていないケースがあります。川上 哲治さん
の３種類のイラストも、市に申請すれば無料で商
用利用が可能です。使わない手はないですね。ター
ゲットが60歳以上の商品ならバッチリです。
　波は、あえて乗ってみる。海の波も世の中の波
も、無料ですから。

　世の中に時折、はやりとかブームがやってきま
す。婚活、終活、インスタ映え、タピオカ、ぬか
どこ女子などなど。昨年あたりからは、S

エスディージーズ

DGsで
しょうか。誰もかれもSDGs（持続可能な発展ゴー
ル）と叫び始めました。
　そうしたブームを冷ややかに見る人もいます
が、これを利用しない手はありません。ちなみに、
SDGsとは、2001年に策定されたミレニアム開
発目標（M

エムディージーズ

DGs）の後継として、2015年９月の
国連サミットで採択された「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」に記載された2030年まで
に持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこ
とです。
　例えば、食品やレストランで新しい商品をつく
るとき、「材料は傷物や大きさなどで商品になら
ず廃棄される食材を使っています」という場合、
まさにこれはSDGsな取り組みなわけです。ホー

Vol.10

 鈴木 真
まこと

著

もっと猫医者に訊
き

け！  日本のすがた2020　表とグラフでみる社会科資料集

少子高齢化と
総合管理

４月の休館日　※変更になる場合があります。
６日、13日、20日、27日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　ネコと暮らす上で大事なことは？　
Ａ：微妙な距離感……。ネコ専門クリニッ
クの「猫医者」がネコと人にまつわる疑
問にビシッと答えます。アニメ「くるね
こ」公式モバイルサイト『はぴはぴくる
ねこ』連載の人気コラムを加筆・修正。

小学校高学年から中学生を対象に編集
された社会科資料集です。日本の産業、
経済、社会の基本的な成り立ちや現在の
姿を統計表とグラフを使って分かりやす
く説明しています。さて日本はどんなも
のを輸入しているのでしょうか？

原 孝
た か ゆ き

行さん

人吉市保育園連盟
会長

熊本県立大学
　 総合管理学部 著

矢野恒太記念会 編

　私の仕事上、少子化問題は
由々しきかつ喫

き っ き ん

緊の課題です。
同時に自分自身が団塊の世代で
あることから、少子化・高齢化
の言葉や文字が気になるように
なり、数年後の人吉でも切実な
状況になると思います。そのよ
うな中、これからの少子高齢社
会に対する考えを知ることがで
きるお薦めの１冊です。
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身近な旬の食材で毎日の献立にあるとうれしい " もう一品 " の作り方を紹介します。

Mayor ' s  Diary

Vol.54

作り方

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係  ☎２４－８４２０)

人吉市消費生活センター
☎２２‒ ２１１１　内線 1215・1216

Consumption life center

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会

会
長　

山
上
日
出
世
さ
ん

人吉市長 松岡 隼人

もう一品シリーズ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
十
分
に
講
じ
た
な
か
、本
市
小
・

中
学
校
の
卒
業
式
が
、
卒
業
生
・
教

職
員
・
保
護
者
の
み
の
出
席
で
例
年

に
比
べ
内
容
を
短
縮
し
、
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
の
長
男
も
中
学
校
を
卒
業
す
る

年
で
し
た
。長
男
が
誕
生
し
て
か
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
15
年
間
。
い
つ
の

間
に
か
身
長
も
体
重
も
追
い
抜
か
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
保
護
者
と

し
て
妻
と
共
に
卒
業
式
を
迎
え
た
子

ど
も
の
姿
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
り
つ
つ
健
や
か
な
成
長

を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
年
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
状
況
下
で
卒
業
式
を
挙
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
は

上
皇
后
美
智
子
さ
ま
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「『
幸
せ
な
子
』
を
育
て
る
の
で
は

な
く
、
ど
ん
な
境
遇
に
お
か
れ
て
も

『
幸
せ
に
な
れ
る
子
』を
育
て
た
い
。」

私
は
、
こ
の
お
考
え
こ
そ
が
ま
さ
に

教
育
で
あ
り
、
親
と
し
て
子
ど
も
に

そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
と
と
も

に
、
こ
の
混こ

ん
と
ん沌

と
し
た
状
況
を
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

　この連載は今号で終了となります。 ４年間を通して人吉
の郷土料理や代々継承される料理のこつなど普段知ることの
できない食の知恵をお伝えしてきました。ぜひこれからもご
家庭の食卓で郷土の味を楽しんでください。

昆布茶が隠し味
「シイタケの天ぷら」

生シイタケ（50㌘）／昆布茶（小さじ１）／片栗粉（大さじ２）
／小麦粉（大さじ１）／水（大さじ２）

▲シイタケの酢みそあえ（左）、シイタケの天ぷら（中）、素焼き ( 奥 )
 材 料 (2 人分 )

①  シイタケを洗って大きめの千切りにする
② ①に昆布茶で下味をつける
③ 片栗粉と小麦粉を水で溶き、衣を作る
④ ③にシイタケを混ぜ、170℃の温度で揚げると完成！

　天ぷらにはニンジンやその時の
旬の野菜を入れるのも良いです。
今ならシュンギクや新タマネギも
ありますね。 シイタケそのもの
の味が良いので、軸を下にして焼
き、水分が出てきたら返して焼く
素焼きは、塩やしょうゆで食べる
のがおいしいですよ！

通信販売
～クーリング・オフできないの？～

－事例－
　ネット通販で靴を購入した。サイズが小さかった
ので交換を希望したが、合うサイズがなく「返品は
できない」と言われた。注文前に「返品できない」
との表示は目に入らなかった。クーリング・オフで
きないのか？（80歳代　男性）

アドバイス
● 通信販売には、クーリング・オフ制度はありませ

ん。返品は業者が決めた特約（返品特約）に従う
ことになります。

● 返品特約が定められていない場合、商品を受け
取った日を含めて８日以内であれば、消費者が送
料を負担し返品できます。

●通信販売で商品などを購入するときは、事前に　
　返品の可否や返品・交換が可能な場合の条件など
　をよく確認しましょう。

● 通信販売でよく分からない場合は、早めに消費生
活センターなどにご相談ください。

・消費者ホットライン ☎１８８

新生活が始まります！ 子どもの不安に早く気付くには…
　入園や入学、進級などの大きな環境の変化は、子
どもでもストレスがたまりやすいもの。
　入園の場合「自分のもの」だったおもちゃが、「み
んなのもの」に変わり、順番を待つことや譲るとい
うルールを学びます。何かあったときに先生との信
頼関係がまだできていない時期であれば、悲しい気
持ちを共有できず不安になってしまいます。
　入学の場合「長い時間じっと椅子に座って授業を
聞かなくてはならない」のは初めての経験です。周
りと自分を比べ始める年齢でもあるので、勉強や体
育の成績を比べて落ち込む子もいます。

"子どもの不安"発見のポイント
①心の変化
・イライラしやすい、怒りっぽくなる
・急に落ち込む
・感情の起伏が激しくなる

②体の変化
・食欲がなくなる
・便秘・下痢
・熱が出る
・睡眠の変化(寝つきが悪い、朝起きれない)

対処のポイント
①見通しを立ててあげる
　お迎えの時間を伝えることで安心させる。
②予告をする
　カレンダーに予定を記入し事前に伝える。
③今できていること・頑張りを認める
　小さな目標を立て実行・達成させることで、過去
と比べての成長を認めてあげる。
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広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
右
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
４
月
25
日
㈯
必

着
。
当
選
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま

す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人
吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地

１
市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル

kikaku@
hitoyoshi.

kum
am

oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22‒2111  内線 2222）
電 子 メ ー ル　kikaku@hitoyoshi.
kumamoto.jp
※右の二次元コードを読
み取ると応募フォームか
ら申し込みができます。

※
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

連絡先を忘れずに

　次ページの「みなさんからのおたより」に投稿
いただいた人の中から抽選で、人吉市のふるさと
納税返礼品にご協力いただいている事業所から商
品をプレゼントします。　
　人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえ
ています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介く
ださい！　また、ふるさと納税の返礼品に出品い
ただける商品も募集しています。詳しくはお問い
合わせください。
■問合せ　市企画課情報政策係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２２２２）

読 者
プ レ ゼ ン ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
と
共
に
寄

せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
人
吉

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

■
編
集
後
記
■

市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
は
、
各
窓
口

に
お
寄
せ
い
た
だ
く
か

庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る

「
ひ
ら
め
き
箱
」
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
め
き
箱
の
設
置
場
所

◎
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮

　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◎
市
役
所
西
間
別
館
正
面
入
口

※
月
2
回
開
封
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル

info@
hitoyoshi.

kum
am

oto.jp

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

メ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
回
答
は
、
市
の
掲
示
板

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
特
定
の
個
人
を
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷
す

る
も
の
な
ど
回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　馬刺しの王道ともいうべき赤身馬刺しです。あっさり
として柔らかく、甘みがある赤身は馬刺しの定番。低カ
ロリー高タンパクで注目を集めています。上赤身馬刺し
500㌘ブロックを３人様へプレゼント！
■問合せ　ひろこの台所
   　　　　 （球磨郡あさぎり町　☎ 0964-22-5167）

●
人
吉
の
温
泉
も
自
然
も
大
好
き

で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
宮

崎
県
）

●
人
吉
に
は
行
け
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
初
め
て
九
州
に
行
き
ま
し

た
。
温
か
い
人
が
多
く
、
次
回
九

州
に
行
く
時
は
人
吉
に
行
き
た
い

で
す
。（
北
海
道
）

●
一
度
伺
い
た
い
と
思
っ
て
寄
付

し
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
環
境
づ
く

り
を
応
援
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
千
葉
県
）

●
歴
史
あ
る
人
吉
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。（
東
京

都
）

●
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に

夫
婦
で
癒
し
の
旅
と
し
て
伺
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
然
を
大

切
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。（
埼
玉

県
）◎

２
月
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

５
２
２
件

１
１
７
８
万
９
千
円

「ひろこの台所」上馬刺し 500㌘

５月にはお姉ちゃんに
なるよ！ みんな遊び
に来てね  ♥

岡
おかむら

村 凜
りん

ちゃん
１歳（上林町）

平成30年４月10日生

駿パパ・樹里菜ママ
みんな～今年も、よろ
しく！

西
にしもり

森 丈
たけ る

流ちゃん
３歳（下薩摩瀬町）
平成28年12月６日生

美保子ママ
新しい環境に早く慣れ
ていっぱいお友達つく
ろうね♥

樋
ひぐち

口 愛
ここ み

結ちゃん
３歳（南泉田町）

平成28年７月27日生

隆喜パパ・敬子ママ

コ
ロ
ナ
禍か

、
ク
ラ
ス

タ
ー
（
集
団
）
感
染
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大

流
行
）、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
（
爆
発
的
患
者
急
増
）

…
…
。
聞
き
慣
れ
な
い
単
語

が
毎
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

流
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
は
学
校
の
長
期
休
校
な
ど

世
界
の
誰
も
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
混
乱
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
新

年
度
。
早
期
に
収
束
し
、
日

常
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。（
山
本
）

★
中
国
か
ら
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
こ
ん
な
に
も
大

ご
と
に
な
る
と
は
想
像
も
し
て
な

か
っ
た
約
１
カ
月
半
前
。
小
・
中

学
校
、
高
校
と
休
み
に
な
っ
て
、

卒
業
生
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
悲

し
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
早
く

こ
ん
な
嫌
な
風
が
飛
ん
で
い
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
手
洗
い
う
が
い
を

し
、
予
防
も
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

P.N
翔
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
（
下
林
町
）

●
早
く
収
束
し
て
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
見
れ
る
時
ま
で
、
み
ん
な

で
し
っ
か
り
予
防
対
策
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
今
号
の
19
㌻

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
を
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
春
風

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
雨

の
中
準
備
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
大
変
で
し

た
ね
。
沿
道
の
応
援
も
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
、
本
名
で
呼
ん
で
い
た

だ
い
た
と
き
は
疲
れ
を
忘
れ
ま
し

た
。
冷
え
た
体
に
〝
つ
ぼ
ん
汁
〞

は
最
高
で
し
た
。
広
報
紙
の
編
集

後
記
に
つ
ぼ
ん
汁
の
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
気
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
苦
労
と
努
力
が
あ
っ

た
の
か
、
も
っ
と
詳
し
く
記
事
に

し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
。
大
会
当
日
は
ゆ
っ
く
り
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
２
月
末
再
度
人

吉
市
を
訪
問
し
「
ひ
な
ま
つ
り
」

と
食
事
、
温
泉
を
楽
し
み
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
人
出
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
初
め
て
利
用
し
た
温
泉
で

地
元
の
人
の
さ
り
げ
な
い
優
し
さ

に
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
人

吉
市
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
素
晴
ら

し
い
お
も
て
な
し
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

P.N
Ｍも

も

Ｏ
Ｍ
Ｏ
さ
ん
（
鹿
児
島
県
）

●
春
風
マ
ラ
ソ
ン
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
人
吉
を

満
喫
し
て
も
ら
え
た
な
ら
何
よ
り

で
す
。
〝
つ
ぼ
ん
汁
〞
の
秘
話

い
つ
か
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

★
ウ
イ
ル
ス
に
脅
か
さ
れ
て
い
て

も
、
花
た
ち
は
彩
り
よ
く
咲
き
春

を
連
れ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
桜

の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。
4
月
は

外
に
出
て
お
花
見
が
で
き
た
ら
な

と
願
っ
て
い
ま
す
。

P.N
ソ
メ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
（
鶴
田
町
）

●
今
年
は
暖
冬
で
開
花
が
ず
れ
て

し
ま
う
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

例
年
と
お
り
咲
い
て
く
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。
早
く
安
心
で
き
る

日
常
が
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
人
と
集
ま
っ
て
宴
会
な
ど

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

今
号
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
わ
る
記

事
を
多
く
記
載
す
る
な
か
、

予
防
対
策
ペ
ー
ジ
で
は
児
童

と
保
健
師
さ
ん
に
出
演
い
た

だ
き
、
一
緒
に
や
っ
て
み
た

く
な
る
よ
う
な
明
る
い
紙
面

に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
現
状
の
も
ど
か
し
い
環

境
の
な
か
で
も
、
子
ど
も
の

笑
顔
は
強
力
だ
な
と
つ
く
づ

く
実
感
。
み
ん
な
で
正
し
い

予
防
法
を
覚
え
て
、
早
い
収

束
を
願
い
「
あ
っ
ち
い
け
ウ

イ
ル
ス
！
」で
す
ね
。（
尾
方
）
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ひとよしの情報発信

ふるさと納税、観光、妊娠出産や子育て、福祉介護情報など、
市民の皆さんに必要な行政情報をたくさん掲載しています。

人吉市公式フェイスブック（人吉市役所）
市からの最新情
報を載せていま
す。

人よしライフ（人吉市移住定住サイト）

人吉市への移住・定住を考えている人に役立つ、人吉の観光・
産業や支援制度、求人情報などを紹介しています。

人吉市公式フェイスブック（日本のふるさとひとよし）

人吉の旬なイベ
ント情報を載せ
ています。

人吉市公式インスタグラム
市の公式インスタグラム。
人吉の見どころ、イベン
ト、景色など、インスタ
映えするものを紹介しま
す。

広報ひとよしをスマホでチェック！

マチを好きに
なるアプリ

ダウンロードは
こちらから

人吉市ホームページ

行事カレンダー
13 ㈪
14 ㈫
15 ㈬
16 ㈭
17 ㈮
18 ㈯
19 ㈰ 田野高原ワラビ狩り
20 ㈪
21 ㈫
22 ㈬
23 ㈭
24 ㈮
25 ㈯

４月
１ ㈬ 広報配布
２ ㈭
３ ㈮
４ ㈯
５ ㈰
６ ㈪
７ ㈫
８ ㈬ 市内小・中学校始業式
９ ㈭ 市内小・中学校入学式
10 ㈮
11 ㈯
12 ㈰

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
※変更になることがあります。

26 ㈰

27 ㈪ 市教育委員会定例会（人吉城
歴史館）

28 ㈫
29 ㈬ 昭和の日
30 ㈭

５月
１ ㈮ 広報配布
２ ㈯
３ ㈰
４ ㈪ みどりの日
5 ㈫ こどもの日
６ ㈬ 振替休日

各種相談ガイド

無料法律相談(予約制)

予約時に、氏名・住所・電話番号・相談内容を確認します。場合によっ
ては相談を受けられないことがあります。
日時：５月７日㈭　 午前10時～午後３時
　　　５月19日㈫　午前10時～午後３時
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216）

暮らし安心法律相談(予約制)

生活上の法律の相談に、司法書士会が協力します。
日時：５月７日㈭　午後１時30分～４時
場所：市社会福祉協議会相談室
問合せ：市社会福祉協議会(☎24－9192)

暮らしのなんでも相談(行政相談)

行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、暮らしのお
悩みなどの相談に応じます。
日時：５月27日㈬　午前10時～正午
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216）

心配ごと・無料法律相談(予約優先)

借金問題や就労相談など、日常生活に関わるさまざまな心配ごと
の相談に応じます。
日時：５月13日㈬　午後１時～３時
場所：錦町保健センター
問合せ：錦町住民福祉課(☎38－1112）

介護者家族会

介護する人同士で、日頃の悩みや不安などを語り合います。
日時：5月13日㈬　午後１時～３時
場所：市社会福祉協議会第１会議室
問合せ：市包括支援センター (☎24－9193)

こころの健康相談(予約制)

心の健康についてご相談ください。
日時・場所： ５月14日㈭　午後２時～３時、人吉保健所
　　　　　　 ５月22日㈮　午後２時～３時、多良木町多目的研修

センター
問合せ：人吉保健所保健予防課(☎22－3107)

５月の八代年金事務所年金出張相談(予約制)

年金の相談に応じます。八代年金事務所でも年金相談を受け付け
ています(予約制)。
日時：毎週月曜　午前９時30分～午後５時（４日を除く）
場所：東西コミセン
予約先：八代年金事務所(☎0965－35－6123)
問合せ：市保険年金課国保年金係(☎22－2111　内線1222)

■  暮らしのお困りごとについて解決のお手伝いをします。相談は無
料で秘密は固く守られます。何でもご相談ください。

問合せ　市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216)

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

３ ㈰
あいだ診療所 ２５－１６５１ まえだ薬局 ２３－２９８７
愛甲産婦人科 ２２－４０２０ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０
やまむら小児科・内科 ４５－０００５

４ ㈪
伊津野医院 ２２－３０６６ みずき薬局 ２４－６９７１
外山胃腸病院 ２２－３２２１ うさぎ薬局人吉店 ３２－９６２１
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

５ ㈫
岡医院 ２２－３３７１ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０
河野産婦人科医院 ２４－３８３８
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２

６ ㈬
願成寺ごんどう医院 ２２－４７００ ひまわり薬局 ２２－１０２３
小林脳神経外科 ２４－８３３１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７
人吉医療センター小児科 ２２－２１９１

10 ㈰
外山内科 ２２－２００３ にのまち薬局 ２３－６９３３
とやまクリニック胃腸科・肛門科 ２８－３３７５ ぎんなん薬局 ２８－３３３５
やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

17 ㈰
ひとよし内科 ２４－１２１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２－９１８３
豊永耳鼻咽喉科医院 ２２－２０３１ ココ薬局 ２２－７９９５
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

24 ㈰

浜田醫院 ２２－３４１５ 人吉けんこう堂薬局 ２２－１０２０
人吉皮膚科医院 ２２－６２１１ 高階誠心堂薬局西間店 ２２－７８８０
公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ ファーコス薬局多良木いちご ４２－６８８８

山口薬局 ４２－２１２３

31 ㈰
人吉中央温泉病院 ２４－２８５４ あおい調剤薬局 ３２－７６７７
ふかみ耳鼻咽喉科 ２４－１１２６ 宝来調剤薬局 ２２－６８８４
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

救急
病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１
年中無休 清風はなみずき薬局 ２８－３７３９

球磨病院 ２２－３１２１

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

５月の休日在宅医・当番薬局 受付時間：午前９時～午後５時

休日
歯科
診療

日 医療機関名 電話番号 受付時間
5 月 3 日（日） 山村歯科医院（球磨郡あさぎり町） ４５－５９５２

午前 10 時～午後４時
5 月 4 日（月） 御手洗歯科医院 ２２－２２１０

チャンネル

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① RKK テレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

地デジ
３
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　今号に、本市で実施する東京 2020 オリンピック聖火リレーのルートと
応援のお願いを掲載予定でしたが、急きょ、東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会組織委員会から下記のとおり発表されましたので、お知ら
せします。

　東京 2020 オリンピックは、１年程度延期
されることとなりました。
　これを受けて、３月 26 日（木）からスター
ト予定でありました聖火リレーは、全て中止
されることとなり、５月６日（水・祝）に本
市で実施を予定していました聖火リレーも中
止となりました。

問合せ　市社会教育課スポーツ振興係（☎２２－２１１１　内線５２４１・５２４２）

　楽しみにされていた市民の皆さんには、ご理解いただきますようお願い
いたします。

東京 2020 オリンピック延期に伴う
聖火リレー中止のお知らせ




